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航　路　標　識　基　数　表
� （単位：基）

種　　　　　類 令和元年度末

灯 台 3,135
灯 標 468
灯 浮 標 1,170
導 灯 44
指 向 灯 17
照 射 灯 136
立 標 96
浮 標 28
無 線 方 位 信 号 所 15
Ａ Ｉ Ｓ 信 号 所 20
船 舶 通 航 信 号 所 27
潮 流 信 号 所 7

合　　　　　計 5,163
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針
２
０
１
９
」（
令
和
元
年
６
月
２１
日
、閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
８
」

（
平
成
３０
年
６
月
１５
日
、閣
議
決
定
）
で
示
さ
れ
た
「
新
経
済
・

財
政
再
生
計
画
」
の
枠
組
み
の
下
、
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
本

格
的
な
歳
出
改
革
に
取
り
組
む
。
歳
出
全
般
に
わ
た
り
、
平
成

２５
年
度
予
算
か
ら
前
年
度
当
初
予
算
ま
で
の
安
倍
内
閣
の
歳
出

改
革
の
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
優
先
順
位
を
洗

い
直
し
、
無
駄
を
徹
底
し
て
排
除
し
つ
つ
、
予
算
の
中
身
を
大

胆
に
重
点
化
す
る
。
と
の
基
本
的
な
方
針
が
閣
議
了
解
さ
れ
、

概
算
要
求
は
次
に
よ
り
行
う
よ
う
骨
子
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

1　

要
求
（
抜
粋
）

○�
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
当
初
予
算
の
う
ち
通

常
分
（「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
の
額
と
同
額
を
要
求
。
義
務
的
経
費
を
削

減
し
た
場
合
に
は
同
額
を
裁
量
的
経
費
で
要
求
可
。

　

令
和
２
年
度
予
算
（
一
般
会
計
総
額
１
０
２
兆
６
５
８
０
億

円
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
総
額
２
兆
７
３
９
億
円
）

が
、
令
和
２
年
３
月
２７
日
に
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
令
和
２

年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
財

務
大
臣
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

Ⅰ
．
政
府
の
経
済
財
政
政
策
（
政
府
方
針
）

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、「
希
望
を
生
み
出
す

強
い
経
済
」、「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安
心
に
つ
な
が

る
社
会
保
障
」
か
ら
な
る
「
新
・
三
本
の
矢
」
を
一
体
的
に
推

進
し
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い
く
。

Ⅱ
．
令
和
２
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基

本
的
な
政
府
方
針
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

令
和
２
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
実
施
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

�

海
上
保
安
庁
交
通
部
企
画
課
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○�

消
費
税
率
引
上
げ
前
後
の
需
要
変
動
の
平
準
化
を
図
り
、

経
済
の
回
復
基
調
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
万
全
を

期
す
観
点
か
ら
、
歳
出
改
革
の
取
組
を
継
続
す
る
と
の
方

針
と
は
別
途
、
消
費
税
率
引
上
げ
の
需
要
変
動
に
対
す
る

影
響
の
程
度
や
最
新
の
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
、
適
切
な

規
模
の
「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
を
講
ず
る
。
そ
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
検
討

す
る
。

Ⅲ
．
令
和
２
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
費
概

算
要
求
の
概
要

　

船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
概
算
要
求
の
基
本
方
針

　

令
和
２
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
政
府
が
掲
げ
る
前

述
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、「
第
４
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
平

成
３０
年
４
月
２０
日
、
交
通
政
策
審
議
会
答
申
）、「
社
会
資
本

整
備
重
点
計
画
」（
平
成
２７
年
９
月
１８
日
、
閣
議
決
定
）、「
国

土
強
靱
化
基
本
計
画
」（
平
成
３０
年
１２
月
１４
日
、閣
議
決
定
）、

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」

（
平
成
３０
年
１２
月
１４
日
、
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
た
施
策
の

展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
、
概
算
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

○�

そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
予
算
額
の
う
ち
通

常
分
の
額
の
１
０
０
分
の
９０
（「
要
望
基
礎
額
」）
の
範
囲

内
で
要
求
。

○�

予
算
の
重
点
化
を
進
め
る
た
め
、「
基
本
方
針
２
０
１
９
」

及
び
「
成
長
戦
略
実
行
計
画
・
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
・
令
和
元
年
度
革
新
的
事
業
活
動
に
関
す
る
実
行
計

画
」
等
を
踏
ま
え
た
諸
課
題
に
つ
い
て
、「
新
し
い
日
本

の
た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」
を
設
け
、
各
省
は
、
前
年

度
当
初
予
算
の
う
ち
通
常
分
に
お
け
る
そ
の
他
の
経
費
に

相
当
す
る
額
と
要
望
基
礎
額
の
差
額
に
１
０
０
分
の
３
０

０
を
乗
じ
た
額
及
び
義
務
的
経
費
が
前
年
度
当
初
予
算
の

う
ち
通
常
分
の
額
を
下
回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
差

額
に
１
０
０
分
の
３
０
０
を
乗
じ
た
額
の
合
計
額
の
範
囲

内
で
要
望
。

2　

予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
検
討
事
項
（
抜
粋
）

○�

要
求
・
要
望
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
安
倍
内
閣
の
歳
出

改
革
の
取
組
を
基
調
と
し
た
効
率
化
を
行
う
。そ
の
上
で
、

「
新
し
い
日
本
の
た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」
に
お
い
て

要
望
さ
れ
た
経
費
に
つ
い
て
は
、「
新
経
済
・
財
政
再
生

計
画
」
に
お
け
る
歳
出
改
革
の
取
組
を
継
続
す
る
と
の
方

針
を
踏
ま
え
措
置
す
る
。
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つ
い
て
は「
海
域
監
視
体
制
の
強
化
」「
海
水
浸
入
防
止
対
策
」

「
予
備
電
源
設
備
」
を
実
施
し
ま
す
。

①　

海
域
監
視
体
制
の
強
化

　

海
上
空
港
周
辺
海
域
を
対
象
に
海
域
監
視
体
制
に
つ
い

て
緊
急
点
検
を
行
い
、
海
域
監
視
体
制
の
強
化
等
が
必
要

な
海
域
に
つ
い
て
、
走
錨
等
に
起
因
す
る
重
大
な
事
故
の

防
止
を
図
る
た
め
に
必
要
な
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

②　

海
水
浸
入
防
止
対
策

　

灯
台
等
を
対
象
に
亀
裂
や
基
礎
部
の
緊
急
点
検
を
行

い
、
倒
壊
等
の
蓋
然
性
の
高
い
灯
台
等
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
倒
壊
等
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
緊
急
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

③　

予
備
電
源
設
備

　

船
舶
通
航
信
号
所
を
対
象
に
、予
備
電
源
設
備
の
状
態
、

現
状
の
電
源
保
持
時
間
に
つ
い
て
緊
急
点
検
を
行
い
、
電

源
保
持
時
間
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
等
、
課
題
が
あ

る
施
設
に
つ
い
て
、
基
準
に
対
応
し
た
予
備
電
源
設
備
の

整
備
に
関
す
る
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

�

４６
箇
所　
　

２３
億
５
０
０
０
万
円

Ⅳ
．
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
費
実
施
計
画
の
概

要
1　

船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
費
実
施
計
画
（
別
紙
１
、

２
参
照
）

　

船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
費
に
お
け
る
実
施
計
画
額

は
、
政
府
決
定
額
一
般
会
計
１
２
９
億
８
０
０
０
万
円
の
う

ち
、
改
良
改
修
１
０
４
箇
所
、
実
施
計
画
額
１
２
１
億
４
５

２
万
円
（
公
共
事
業
担
当
職
員
の
給
与
等
か
ら
な
る
船
舶
交

通
安
全
基
盤
整
備
事
業
工
事
諸
費
８
億
７
５
４
８
万
円
を
差

し
引
い
た
経
費
）
に
つ
い
て
、
財
務
大
臣
か
ら
承
認
を
受
け

ま
し
た
。

2　

航
路
標
識
整
備
事
業
に
関
す
る
主
な
事
業
内
容

◦
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策（
別

紙
３
、
４
、
５
参
照
）

　

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
、
平
成
３０
年
台
風
第
２１
号
、
平
成
３０

年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
に
よ

り
重
要
イ
ン
フ
ラ
が
そ
の
機
能
を
喪
失
し
国
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
特
に

緊
急
に
実
施
す
べ
き
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
３
か
年
緊
急
対
策
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
航
路
標
識
に
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②　

航
路
標
識
等
の
的
確
な
機
能
維
持
・
更
新

　

気
象
観
測
機
器
な
ど
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
定
期
的
な

検
定
等
が
必
要
な
機
器
の
更
新
、
及
び
空
中
線
回
転
機
構

部
な
ど
定
期
的
な
交
換
が
必
要
な
機
器
等
の
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

�

４４
箇
所　
　

６
億
９
９
８
５
万
円

◦
航
路
標
識
等
の
維
持
管
理
（
別
紙
８
参
照
）

　

航
路
標
識
等
の
機
能
に
必
要
な
光
源
用
ラ
ン
プ
等
の
資
機

材
購
入
、
及
び
保
守
点
検
業
務
の
民
間
委
託
な
ど
の
必
要
不

可
欠
な
維
持
管
理
等
を
実
施
し
ま
す
。

�

２２
億
９
４
６
３
万
円

　

な
お
、
令
和
２
年
度
実
施
計
画
概
要
説
明
等
を
行
っ
た
際

の
資
料
を
巻
末
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

Ⅴ
．
そ
の
他

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
航
路
標
識
の
復
旧
を

行
う
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
２３
年
度
補
正
予
算
か
ら
予
算

化
さ
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
は
、
被
災
し
た
航
路
標
識
１

基
の
復
旧
を
行
い
ま
す
。

◦
航
路
標
識
の
老
朽
対
策
（
別
紙
６
参
照
）

　

航
路
標
識
施
設
に
発
生
し
て
い
る
亀
裂
等
の
劣
化
に
つ
い

て
改
修
工
事
を
実
施
し
朽
化
対
策
を
講
じ
る
な
ど
の
長
寿
命

化
を
図
る
。

�

１０
箇
所　
　

１
億
４
６
６
８
万
円

◦
航
路
標
識
の
機
能
維
持
（
別
紙
７
参
照
）

　

航
路
標
識
の
機
能
を
常
に
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
機
器
等
の
更
新
等
の
ほ
か
、
法
令
等
に
基
づ
く
定
期

的
な
交
換
、
点
検
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
船
舶
の
通
航
実
態
、
港
湾
整
備
の
進
捗
等
を
踏
ま

え
、
航
路
標
識
を
適
地
に
移
設
す
る
な
ど
航
路
標
識
の
機
能

を
最
適
な
状
態
に
保
つ
ほ
か
、
必
要
性
の
低
下
し
た
航
路
標

識
の
廃
止
、
撤
去
等
を
実
施
し
ま
す
。

①　

既
設
標
識
の
合
理
化

　
「
航
路
標
識
の
廃
止
要
綱
」（
平
成
３０
年
保
交
企
第
１０
号
）

に
基
づ
き
、
利
用
者
の
意
見
等
を
十
分
勘
案
し
、
安
全
性

に
影
響
が
な
い
航
路
標
識
の
廃
止
を
着
実
に
実
施
し
ま

す
。
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台
の
倒
壊
事
故
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
に
よ
り
耐
用
年
数
を
待
た
ず
し
て
倒
壊
し
た

も
の
や
、
こ
れ
ま
で
の
予
算
事
情
を
受
け
て
耐
用
年
数
を
大

幅
に
超
過
し
た
こ
と
に
よ
り
倒
壊
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
航
路
標
識
の
安
定
し
た
運
用
を
行
う

た
め
の
整
備
に
か
か
る
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
、
努
力
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
多
大
な
る

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
災
害
復
旧
等
事
業
費
（
東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
会
計
）

�

１
箇
所　
　
　
　

１
９
０
０
万
円

Ⅵ
．
お
わ
り
に

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
は

じ
め
と
し
た
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
、
三
つ
の
密
を
避
け

る
た
め
の
取
組
み
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
公
表
等
に
よ

る
自
己
へ
の
感
染
回
避
と
と
も
に
、
他
人
に
感
染
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
み
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
現
在
、
順

次
非
常
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
航
路
標
識
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
民
間
事
業
者
の
営
業

自
粛
等
に
よ
る
整
備
の
遅
延
等
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
船
舶
の
運
航
に
必
要
不
可
欠
な
航
路
標
識
が

故
障
し
、
使
用
不
可
能
と
な
る
よ
う
な
事
態
を
避
け
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
下
火
と
な
っ
た
際
の
海
上
物
流
、

人
流
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
、
着
実
に
航
路
標
識
整
備

事
業
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
灯
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灯
台
の
二
重
円
筒
構
造
に
つ
い
て

金
沢
海
上
保
安
部
次
長
　
藤
　
島
　
充
　
良

１
　
は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
現
存
す
る
二
重
円
筒
構
造
を
有
す
る
灯
台
と

し
て
は
、
御
前
埼
灯
台
、
犬
吠
埼
灯
台
、
尻
屋
埼
灯
台
、
水
ノ

子
島
灯
台
及
び
出
雲
日
御
碕
灯
台
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
ッ
ト
レ
ス
（
接
合
壁
）
に
よ
り
外
壁
と
内
壁
を
接
続
す
る

構
造
を
持
つ
灯
台
の
二
重
円
筒
構
造
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
耐

風
性
、
耐
震
性
な
ど
諸
説
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
明
確
に
理
由

が
記
載
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
各
管
区
の
方
か
ら
二
重
円
筒
構
造
を
持
つ
灯
台
の
図

面
等
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
整
理
し
て
み
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
過
程
に
お
い
て
、
角
島
灯
台
に
お
い
て
も
、
外
壁
と
内

壁
の
間
に
空
洞
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
内
壁
の
強

度
上
、
二
重
円
筒
構
造
と
言
え
る
か
疑
義
は
あ
り
ま
す
が
、
目

的
が
同
じ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

（明治期灯台より）

御前埼灯台 犬吠埼灯台 尻屋埼灯台 角島灯台 水ノ子島灯台 出雲日御碕灯台
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２�
　
ブ
ラ
ン
ト
ン

灯
台
に
お
け
る

二
重
円
筒
構
造

⑴
　
御
前
埼
灯
台

　

御
前
埼
灯
台
は
、
明

治
７（
１
８
７
４
）年
５

月
１
日
が
初
点
で
、
二

重
円
筒
構
造
の
レ
ン
ガ

造
、
下
部
に
半
円
形
附

属
舎
を
有
し
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
灯
台

に
お
け
る
二
重
円
筒
構

造
と
し
て
は
、
御
前
埼

灯
台
が
最
初
に
採
用
さ

れ
、
平
成
２８
年
１２
月
に

外
装
の
塗
り
替
え
、
内

装
を
ヒ
ノ
キ
材
に
改
修

し
た
際
に
、
当
該
灯
台

が
二
重
円
筒
構
造
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

内
部
の
レ
ン
ガ
構
造
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
二
重
円
筒
構

造
は
、
犬
吠
埼
灯
台
が
最
初
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
前
述

の
改
修
工
事
に
て
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

御
前
埼
灯
台
は
、
地
上
か
ら
頂
部
ま
で
の
高
さ
が
２２
・
４７
ｍ
、

基
礎
部
の
外
径
は
５
・
４９
ｍ
、
内
径
は
２
・
９２
ｍ
で
あ
り
、
灯
塔

の
最
も
細
い
部
分
は
、
外
径
４
・
７
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外

壁
の
レ
ン
ガ
造
に
白
漆
喰
を
塗
り
、
内
部
は
、
１２
・
９
ｍ
ま
で

石
材
に
よ
る
螺
旋
階
段
が
あ
り
、
灯
芯
部
に
は
レ
ン
ガ
造
で
外

径
１
・
２３
ｍ
の
分
銅
筒
（
レ
ン
ガ
厚
２５
㎝
）
が
１
階
床
か
ら
灯

室
床
ま
で
１３
・
１５
ｍ
あ
り
ま
す
。

　

御
前
埼
灯
台
は
、
昭
和
５８
年
度
に
お
い
て
、
外
壁
の
中
に
網

の
目
状
の
太
い
ピ
ア
ノ
線
の
よ
り
線
を
埋
め
込
む
補
強
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

御前埼灯台内装にヒノキ材を施工

御
前
埼
灯
台
断
面
図
（
三
管
区
提
供
）
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て
い
ま
す
。
レ
ン
ガ
積
み
と
し
て
は
、
１９
・
９８
ｍ
の
高
さ
ま
で

積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
１５
・
２
ｍ
付
近
で
外
壁
と
内
壁
が
接

し
て
い
ま
す
。

　

灯
芯
部
の
分
銅
筒
の
レ
ン
ガ
造
は
直
径
１
・
２５
ｍ
で
厚
さ
２２

㎝
あ
り
、
高
さ
２２
・
５
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
２８
年
度
の
改
良
改
修
工
事
ま
で
は
、
外
壁
が
一

重
構
造
と
思
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
御
前
埼

灯
台
に
お
け
る
二
重
円
筒
構
造
の
図
面
は
な
く
、
各
レ
ン
ガ
の

厚
さ
等
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
　
犬
吠
埼
灯
台

　

犬
吠
埼
灯
台
は
、
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
１１
月
１５
日
が
初

点
で
、
二
重
円
筒
構
造
の
レ
ン
ガ
造
、
下
部
に
半
円
形
附
属
舎

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ン
ガ
構
造
と
し
て
は
、１
階
外
壁
レ
ン
ガ
部
の
外
径
は
７
ｍ
、

内
径
は
５
・
８
ｍ
の
た
め
、
外
壁
の
レ
ン
ガ
厚
は
６０
㎝
あ
り
ま

す
。
空
洞
９０
㎝
を
設
け
、
内
壁
レ
ン
ガ
の
外
径
は
４
ｍ
で
、
内

径
は
３
・
１
ｍ
の
た
め
、
内
壁
の
レ
ン
ガ
厚
は
、
４５
㎝
と
な
っ

仲田博史氏ＨＰより

犬吠埼灯台

犬
吠
埼
灯
台
断
面
図
（
三
管
区
提
供
）
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壁
モ
ル
タ
ル
（
５
㎝
）
を
撤
去
し
、
Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線
及
び
鉄
筋

を
配
し
、
厚
さ
１５
㎝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
巻
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
際
の
施
工
状
況
に
つ
い
て
は
、
燈
光
会
が
企
画
・
制
作

し
た
「
灯
台
１
２
０
周
年
記
念
」
の
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑶
　
尻
屋
埼
灯
台

　

尻
屋
埼
灯
台
は
、
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
１０
月
２０
日
が
初

点
で
、
円
形
レ
ン
ガ
造
、
下
部
に
半
円
形
附
属
舎
を
有
し
、
構

造
物
は
、
地
上
か
ら
約
３３
ｍ
の
高
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

外
壁
レ
ン
ガ
の
厚
さ
は
、
図
面
か
ら
約
７０
㎝
あ
り
、
内
壁
レ

ン
ガ
は
、
下
部
で
約
６０
㎝
の
厚
さ
が
あ
り
、
上
部
は
約
３０
㎝
の

厚
さ
で
、
２１
・
５
ｍ
の
高
さ
で
接
し
て
い
ま
す
。

　

戦
後
の
改
修
と
し

て
、
昭
和
４８
年
度
に

灯
塔
の
外
壁
仕
上
を

長
年
の
漆
喰
塗
り
か

ら
ラ
ス
モ
ル
タ
ル
吹

付
仕
上（
厚
さ
５
㎝
）

が
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
６２
年
度
の
改

修
工
事
に
お
い
て
、

「
レ
ン
ガ
壁
と
Ｐ
Ｃ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
合

成
構
造
」を
採
用
し
、

灯
塔
部
は
、
既
設
外

尻屋埼灯台

外壁仕上材撤去状況（Ｓ62Ｄ）
（明治期灯台の保全より）

犬吠埼灯台外壁補強工事（Ｓ62Ｄ）
（灯台120周年記念より）
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⑷
　
角
島
灯
台

　

角
島
灯
台
は
、
明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
３
月
１
日
が
初
点

で
、
構
造
物
の
高
さ
は
２９
・
６２
ｍ
で
、
外
壁
は
徳
山
産
の
花
崗

切
石
の
装
石
積
み
で
あ
り
、
内
壁
に
は
レ
ン
ガ
造
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

角
島
灯
台
に
つ
い
て
は
、
二
重
円
筒
構
造
と
し
て
扱
わ
れ
た

文
献
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
七
管
区
が
発
注
し
た

角
島
灯
台
の
平
成
７
年
度
の
耐
震
補
強
を
目
的
と
し
た
改
良
改

修
工
事
の
図
番
９
／
１４
の
灯
塔
壁
標
準
詳
細
図
に
お
い
て
、
灯

塔
の
構
造
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

平
成
１２
年
度
に
お

い
て
、
炭
素
繊
維
補

強
工
法
に
よ
る
耐
震

補
強
工
事
が
施
工
さ

れ
、
灯
塔
に
炭
素
繊

維
シ
ー
ト
成
形
材

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
緊
張
材
）

で
鉛
直
方
向
に
プ
レ

ス
ト
レ
ス
を
加
え
、

レ
ン
ガ
と
目
地
の
強

度
を
高
め
る
と
と
も

に
、
横
方
向
に
は
炭

素
繊
維
シ
ー
ト
を
巻
き
付
け
て
補
強
さ
れ
ま
し
た
。

レンガ造二重構造（明治期灯台の保全より）

ＣＦＲＰ緊張材による鉛直方向への補強
（明治期灯台の保全より）

尻
屋
埼
灯
台
断
面
図
（
二
管
区
提
供
）
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ほ
ど
石
材
の
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
他
の

二
重
円
筒
構
造
の
灯
台
は
、
上
す
ぼ
ま
り
に
内
壁
に
寄
り
掛
か

る
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
上
部
で
接
し
て
い
る
の
に
対
し
、

角
島
灯
台
の
外
壁
内
側
は
、
垂
直
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
空
洞
部

は
上
部
ま
で
接
す
る
こ
と
な
く
レ
ン
ガ
と
平
行
な
位
置
関
係
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
図
面
か
ら
分
銅
筒
の
レ
ン
ガ
の
厚
さ

は
１８
㎝
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

な
お
、
角
島
灯
台
の
免
振
装
置
設
置
工
事
写
真
に
お
い
て
、

灯
室
の
階
段
付
近
に
１０
㎝
程
度
の
空
洞
が
埋
め
ら
れ
た
よ
う
に

　

同
改
良
改
修
工
事
で
は
、
石
材
の
目
地
入
替
な
ど
保
存
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
壁
の
レ
ン
ガ
厚
は
１７
㎝
で
す
の
で
、
強

度
向
上
と
い
う
よ
り
は
、
石
造
と
の
間
に
１０
㎝
の
空
洞
を
設
け

る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
角
島
灯
台
の
当
時
の
図
に
お
い
て
は
、
犬
吠
埼
灯
台

の
よ
う
に
二
重
円
筒
構
造
が
良
く
わ
か
る
よ
う
に
は
、
描
か
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

外
壁
の
石
材
は
、
最
下
部
は
１
・
３４
ｍ
で
、
外
側
の
み
に
テ

ー
パ
ー
を
つ
け
な
が
ら
垂
直
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
上
部
に
行
く

角島灯台

角島灯台灯室工事状況（七管区提供）

角島灯台図（山口県下関市所蔵）
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角島灯台断面図（七管区提供）図番 ９／14　灯塔断面図（七管区提供）

角島灯台構造モデル図
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は
、
３９
・
２５
ｍ
で
あ
り
、
外
壁
は
徳
山
産
の
花
崗
切
石
を
装
石
積

み
し
、
内
壁
は
レ
ン
ガ
造
の
二
重
円
筒
構
造
で
、
内
部
は
８
層

階
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
ノ
子
島
灯
台
を
最
後
に
、
以
後
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
よ
る
灯
台
建
設
が
一
般
的
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
　
出
雲
日
御
碕
灯
台

　

出
雲
日
御
碕
灯
台
は
、
明
治
３６
（
１
９
０
３
）
年
４
月
１
日

が
初
点
で
、
外
壁
は
、
島
根
県
八
束
郡
森
山
産
の
凝
灰
質
砂
岩

を
用
い
、
構
造
物
の
高
さ
は
４３
・
６５
ｍ
あ
り
ま
す
。
設
計
は
、

石
橋
綾
彦
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
添
付
し
て
お
き
ま
す
。
断

面
図
で
は
、
空
洞
は
灯
室
ま
で
延
び
て
い
な
い
の
で
、
何
と
も

言
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。

３
　
石
橋
綾
彦
設
計
に
よ
る
二
重
円
筒
構
造

⑴
　
水
ノ
子
島
灯
台

　

水
ノ
子
島
灯
台
は
、
明
治
３７
（
１
９
０
４
）
年
３
月
２０
日
が

初
点
で
、
工
事
期
間
は
約
４
年
を
要
す
る
難
工
事
の
末
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
設
計
は
石
橋
綾
彦
と
さ
れ
て
お
り
、
海
軍
の
要
請

に
よ
り
水
ノ
子
島
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
構
造
物
の
高
さ

水ノ子島灯台

水ノ子島灯台断面図
（日本灯台史より）
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内
壁
は
厚
さ
９１
㎝
で
レ
ン
ガ
を
垂
直
に
積
み
上
げ
、
そ
の
外

側
に
６１
㎝
の
厚
さ
で
石
材
を
上
す
ぼ
ま
り
に
積
ん
で
お
り
、
５

層
目
で
レ
ン
ガ
と
石
材
が
接
し
て
い
ま
す
。
レ
ン
ガ
と
石
材
の

間
は
、
バ
ッ
ト
レ
ス
（
接
合
壁
）
８
か
所
、
３０
㎝
の
厚
さ
の
レ

ン
ガ
で
接
続
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
５
・
６
年
度
耐
震
補
強
に
併
せ
た
保
存
整
備
工
事
が
実

施
さ
れ
、
石
材
の
目
地
入
替
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

重
円
筒
構
造
が
良
く
わ
か
る
よ
う
に
小
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

出雲日御碕灯台

二重円筒構造の写真
（左側がレンガ、右側が石材）

石材の目地入替

二重円筒構造が見れる小窓
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地
を
入
れ
て
い
て
も
雨
水
が
入
る
前
提
か
ら
、
空
洞
部
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
内
壁
へ
の
雨
水
浸
入
を
防
ぎ
、
雨
水
を
排
出
す

る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
角
島
灯
台
に
お
い

て
は
、内
壁
レ
ン
ガ
厚
１７
㎝
で
空
洞
１０
㎝
を
設
け
て
い
る
の
は
、

水
抜
き
目
的
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
灯

台
下
部
に
設
け
ら
れ
た
水
抜
き
穴
は
、
改
良
改
修
工
事
の
際
に

埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
灯
台
が
あ
る
と
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
伺
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
さ
の
あ
る
灯
台
を
建
設
す
る
に
は
、
多
大
な
コ
ス

ト
が
か
か
り
ま
す
の
で
空
洞
部
を
設
け
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
縮

減
の
面
で
は
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
管
区
の
方
に
貴
重
な
灯
台
の
図
面
等
の
提
供
を

い
た
だ
き
、
二
重
円
筒
構
造
を
持
つ
灯
台
に
つ
い
て
纏
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
本
誌
を
お
借
り
し
て
、
お
礼
申
し
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
考
文
献
：
日
本
灯
台
史　

公
益
社
団
法
人 

燈
光
会

　
　
　
　
　

明
治
期
灯
台　

海
上
保
安
庁
灯
台
部
工
務
課

　
　
　
　
　

�

明
治
期
灯
台
の
保
全　

一
般
財
団
法
人 

日
本
航
路
標

識
協
会

　
　
　
　
　

�

犬
吠
埼
灯
台
灯
塔
改
修
工
事　

第
三
管
区
海
上
保
安

本
部
灯
台
部
工
務
課

　
　
　
　
　

�
平
成
７
年
度
角
島
灯
台
改
良
改
修
工
事　

第
七
管
区

海
上
保
安
本
部
灯
台
部

４
　
お
わ
り
に

　

灯
台
の
二
重
円
筒
構
造
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ

た
よ
う
に
記
載
さ
れ
た
も
の
が
な
い
た
め
、
不
明
と
す
べ
き
と

こ
ろ
で
す
が
、
灯
塔
の
強
度
向
上
の
目
的
の
ほ
か
、
雨
水
対
策

及
び
建
設
費
の
コ
ス
ト
面
で
の
利
点
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
石
造
灯
台
な
ど
に
は
、
下
部
に
水
抜
き
穴
が
設
け
ら
れ
て

い
る
灯
台
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
壁
の
石
材
や
レ
ン
ガ
は
、
目

出
雲
日
御
碕
灯
台
断
面
図
（
日
本
灯
台
史
よ
り
）

構
造
モ
デ
ル
図
、
５
層
目
で
接
続
（
明
治
期
灯
台
の
保
全
よ
り
）
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旅　

日
：
２
０
１
９
年
６
月
２０
日（
木
）～
６
月
２６
日（
水
）

参
加
者
：�

山
口
義
昭
代
表
、
玉
宮
孝
、
田
中
夫
妻
、
福

田
広
治
、
増
山
恒
雄
、
高
橋
洋
一
郎
、
北
川

夫
妻　

計
9
名

１
．
訪
れ
た
灯
台

　

全
部
で
以
下
の
７
基
の
灯
台
を
６
月
２１
日
～
２４
日
の
４
日
間

の
間
に
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
訪
ね
た
。M

alacca

灯
台
は
す
で

に
廃
止
さ
れ
世
界
遺
産
の
公
園
内
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ

１）One Fathom Bank灯台

２）Kuala Selangor灯台

３）Bukit Jugla灯台

マ
レ
ー
シ
ア
の
灯
台
は
僕
た
ち
を
待
っ
て
い
た

　
─
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
ラ
バ
ー
ズ
海
外
ツ
ア
ー
２
０
１
９
報
告
─ 

　
　
　

�

一
般
会
員
　
北
　
川
　
祥
　
賢



—  22  —

と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
６
基
は
現
役
灯
台
で

い
ず
れ
も
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
す
る
か
海
峡
の
中

（
海
中
又
は
島
）
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
中
で
、
参
加
者
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
最
初
に
訪
ね
たO

ne Fathom
 Bank

灯
台

だ
ろ
う
。

　

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
や
や
南
西
に
バ
ス
移
動

し
、
海
峡
沿
い
の
ク
ラ
ン
港
で
海
事
局
の
手
配
の
小

船
（
１２
人
乗
り
の
渡
し
船
）
で
、
な
ん
と
約
２
時
間

波
の
あ
る
海
を
全
速
力
で
航
行
し
（
ゴ
ツ
ン
ゴ
ツ
ン

と
い
う
振
動
を
尻
に
受
け
続
け
）、海
峡
の
中
に
屹
立

す
る
要
塞
の
よ
う
な
灯
台
に
上
陸
し
た
。
そ
ば
に
は

す
で
に
役
目
を
終
え
た
旧
灯
台
（
大
き
な
フ
レ
ネ
ル

レ
ン
ズ
が
残
る
の
が
見
え
た
）
が
あ
る
だ
け
で
、
全

く
海
の
上
の
規
模
の
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
灯
台
だ

っ
た
。
２
名
の
駐
在
員
が
冷
房
の
効
い
た
部
屋
で
暮

ら
し
て
い
た
。
こ
の
灯
台
は
、
南
の
方
角
に
海
峡
の

浅
瀬
が
あ
る
こ
と
の
目
印
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

初
日
の
最
初
の
灯
台
で
船
酔
い
を
す
る
参
加
者
も
い

て
、
前
途
多
難
か
と
感
じ
さ
せ
た
が
、
幸
い
に
も
こ

れ
以
上
の
難
儀
な
移
動
は
そ
の
後
に
は
な
か
っ
た
。

５）Malacca灯台４）Cape Rachado灯台

７）Bukit Segenting灯台６）Undan島灯台
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た
、
交
代
制
で
灯
台
を
管
理
す
る
駐
在
員
が
各
灯
台
に
配
置
さ

れ
て
い
て
、
現
役
の
灯
台
守
を
見
た
よ
う
な
気
分
で
あ
っ
た
。

　

訪
ね
て
み
て
分
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
西
に

面
す
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
は
船
舶
が
中
近
東
か
ら
日
本
・
中
国
に

通
過
す
る
地
点
と
し
て
極
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
が
、
海
が

全
般
に
浅
い
た
め
、
船
舶
の
座
礁
を
防
ぐ
意
味
で
今
で
も
灯
台

が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
感
じ
た
。

２
．
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
に
つ
い
て

　

個
人
的
に
は
初
め
て
訪
ね
た
国
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
北
の
マ
レ
ー
半
島
に
位
置
す
る
国
土
だ
け
が
マ
レ
ー
シ
ア
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
ボ
ル
ネ
オ
島
（
南
部
分
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
と
呼
ぶ
）
の
北
部
に
も
領
土
が
あ
り
、

東
マ
レ
ー
シ
ア
と
呼
び
両
者
が
国
土
で
あ
っ
た
。
今
回
の
バ
ス

ガ
イ
ド
の
ハ
ン
さ
ん
は
こ
の
東
マ
レ
ー
シ
ア
の
ご
出
身
だ
っ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
と
い
え
ば
過
去
は
ゴ
ム
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
現
在
は
食
料
品
や
洗
剤
に
用
い
ら
れ
る
パ

ー
ム
油
の
生
産
量
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
ぎ
世
界
2
位
で
あ
り
、

道
路
わ
き
の
土
地
は
郊
外
に
出
る
と
大
体
ヤ
シ
の
林
で
、
整
然

と
畑
の
よ
う
に
大
き
な
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

　

国
と
し
て
は
今
後
も
成
長
が
期
待
で
き
比
較
的
豊
か
な
よ
う

で
、
高
速
道
路
の
工
事
が
進
み
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で

　

海
に
浮
か
ぶ
灯
台
と

し
て
は
、
も
う
ひ
と
つ

U
ndan

島
灯
台
が
あ
っ

た
。

　

こ
の
灯
台
は
ウ
ン
バ

イ
港
か
ら
渡
し
船
で
２０

分
ほ
ど
の
距
離
の
小
島

に
あ
っ
た
。
灯
台
は
小

島
の
中
央
に
あ
り
、
建

物
に
木
造
の
バ
ル
コ
ニ

ー
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス

占
領
時
の
１
８
８
０
年
に
建
て
ら
れ
た
た
め
、
欧
州
文
化
の
香

り
を
感
じ
さ
せ
る
古
風
な
眺
め
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
に
際
し
て
は
、
山
口
代
表
が
事
前
に
都
内
に

あ
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
協
議
会
に
協
力
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
結

果
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
海
事
局
（
日
本
の
海
上
保
安
庁
に
該
当
）

の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
頂
け
、
訪
ね
た
６
基
の
灯
台
に

着
く
ま
で
の
細
や
か
な
道
案
内
と
灯
台
内
の
見
学
と
説
明
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
つ
の
共
通
し
た
特
徴
と
し
て
、
灯
台
の
脇
に
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
レ
ー
ダ
ー
塔
が
建
ち
、
灯
台
の
場
所

が
国
防
海
事
の
重
要
な
地
点
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
ま 移動中の船内の風景。完全に酔ったヒトも。
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我
グ
ル
ー
プ
の
淑
女
た
ち
も
写
真
の
ご
と
く
あ
で
や
か
な
衣
装

の
た
め
か
何
気
に
綺
麗
で
あ
っ
た
（
中
央
の
長
老
も
貫
禄
十

分
）！

　

太
平
洋
戦
争
中
は
一
時
期
日
本
の
領
土
に
も
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
概
し
て
親
日
の
国
で
、
観
光
地
の
説
明
プ
レ
ー
ト
に

日
本
語
の
説
明
が
あ
っ
た
。

３
．
ハ
プ
ニ
ン
グ

　

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
行
く
と
無
事
に

す
ん
な
り
と
旅
は
終
わ
ら
な
い
。

　

結
果
的
に
、
困
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
い

く
つ
か
を
旅
の
良
き
思
い
出
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

Ａ�

．
１
０
０
店
舗
以
上
も
あ
る
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
中
央

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
長
老
の
Ｔ
さ
ん
が
集
合
時
間
を
３０
分
過
ぎ

て
も
も
ど
っ
て
来
な
い
！ 

た
い
へ
ん
だ
！ 

た
い
へ
ん

だ
！ 

日
本
人
は
金
持
ち
だ
と
い
う
定
評
が
あ
り
拉
致
さ

れ
た
か
?? 

皆
で
手
分
け
し
て
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な

い
！ 

ガ
イ
ド
の
ハ
ン
さ
ん
も
真
っ
青
！ 

警
察
に
行
こ

う
か
と
迷
っ
て
い
る
所
に
、
Ｔ
さ
ん
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら
「
こ
の
お
面
2
つ
を
店
の
奥
の
方
で
値
切
り
に
値
切
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
半
額
に
し
ち
ゃ
っ
た
‼
」
と
満
足
の
ご
様

子
！ 
集
合
時
刻
を
１
時
間
間
違
え
た
ら
し
い
。

は
高
層
ビ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
。
一

方
、
南
に
位
置
す
る
マ
ラ
ッ
カ
は
世
界
遺
産
の
古
都
で
、
昔
か

ら
の
交
易
の
拠
点
の
面
影
を
今
で
も
残
し
て
い
た
。
国
と
し
て

は
１
９
６
０
年
頃
ま
で
植
民
地
時
代
が
続
い
た
が
、
よ
う
や
く

独
り
立
ち
し
た
新
興
国
の
勢
い
を
肌
で
感
じ
た
。
た
だ
し
、
ガ

イ
ド
の
ハ
ン
さ
ん
に
よ
る
と
、
元
気
が
あ
る
の
は
中
国
系
の

人
々
で
国
の
主
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
職
業
を
占
め
る
マ
レ
ー
人

は
性
格
的
に
は
お
っ
と
り
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

気
候
は
熱
帯
の
た
め
四
季
の
変
化
に
乏
し
く
、
午
後
に
必
ず

ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
雨
が
降
る
が
す
ぐ
に
上
が
っ
て
陽
が
差
し

回
復
し
た
。
６
月
で
も
日

本
の
よ
う
な
酷
暑
で
は
な

く
お
だ
や
か
な
気
象
で
、

住
み
や
す
そ
う
な
土
地
で

あ
っ
た
。

　

宗
教
は
７０
％
が
イ
ス
ラ

ム
教
で
あ
る
が
規
律
等
は

か
な
り
緩
い
。
た
だ
し
、

モ
ス
ク
に
入
館
す
る
に
は

女
性
は
ヒ
ジ
ャ
ブ
と
い
う

衣
装
着
用
が
義
務
に
な
っ

て
お
り
、
今
回
参
加
し
た

マラッカのモスクで記念撮影
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（
？
）
も
の
の
大
問
題
も
な
く
、
無
事
に
楽
し
い
灯
台
巡
り
は

終
了
し
た
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
東
マ
レ
ー
シ
ア
の
灯
台
巡
り
も
楽
し
そ
う

で
あ
る
。

　

最
後
に
、
今
回
も
山
口
代
表
の
事
前
の
行
き
届
い
た
計
画
が

な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か
っ
た
ツ
ア
ー
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

Ｂ�

．
三
日
目
に
宿
泊
し
たH

otel Grand Lexis

は
各
部
屋
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
プ
ー
ル
付
き
‼

　

こ
ん
な
の
生
ま
れ
て
初
め
て
！ 

す
っ
裸
で
泳
い
だ
や

か
ら
も
い
た
そ
う
な
！

　

ど
う
も
イ
ス
ラ
ム
財
閥
系
の
ホ
テ
ル
で
女
性
は
公
の
場

所
で
は
肌
を
露
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
水
泳
を
楽
し
む
の
だ
そ
う
。

Ｃ�

．
せ
っ
か
く
の
イ
ス
ラ
ム
の
国
訪
問
。
モ
ス
ク
見
学
を
や

っ
ち
ゃ
お
う
と
い
う
こ
と
で
入
場
し
た
ら
女
性
は
ヒ
ジ
ャ

ブ
着
用
が
義
務
！ 

我
ら
の
美
し
い
女
性
2
人
は
借
り
物

の
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
着
て
お
も
む
ろ
に
登
場
、
結
構
可
愛
か
っ

た!（^ ^

）!

Ｄ�

．
最
後
の
夜
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
勧
め
の
マ
ラ
ッ
カ
地

方
の
伝
統
的
な
美
味
し
い
グ
ル
メ
「
ニ
ョ
ニ
ャ
料
理
」
に

挑
戦
。
で
も
我
々
日
本
人
の
口
に
は
合
わ
な
か
っ
た
。

Ｅ�

．
血
液
サ
ラ
サ
ラ
薬
を
飲
ん
で
い
る
Ｔ
さ
ん
、
不
覚
に
も

灯
台
に
登
る
梯
子
で
指
を
損
傷
、
血
が
ド
ク
ド
ク
と
止
ま

ら
な
い
‼ 

皆
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
呆
然
。
そ
こ
に
薬

剤
師
の
Ｋ
さ
ん
が
心
得
た
も
の
、
ち
ゃ
ん
と
ち
ゃ
ん
と
介

抱
し
て
く
れ
２０
分
位
で
止
ま
り
ま
し
た
。
良
か
っ
た
良
か

っ
た!（^ ^

）!

　

な
ど
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
恵
ま
れ
た
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瀬
戸
内
海
一
の
大
灯
標

　

瀬
戸
内
海
に
は
大
き
な
灯
台
も
、
見
学
で
き
る
参
観
灯
台
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
古
い
灯
台
は
多
く
、
明
治
期
の
保
存
灯

台
６４
基
の
う
ち
、
約
３
割
の
１８
基
が
瀬
戸
内
海
に
密
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
１８
基
の
中
で
一
番
大
き
な
も
の
が
安
芸
白
石
灯
標

で
す
。
高
さ
は
２０
メ
ー
ト
ル
程
で
す
が
、
コ
ブ
出
し
仕
上
げ
の

ご
つ
ご
つ
の
石
を
積
み
上
げ
た
大
迫
力
の
灯
標
で
す
（
写
真

１
）。
点
灯
開
始

は
明
治
３６
（
１
９

０
３
）
年
４
月
１０

日
、
設
置
か
ら
１

２
０
年
近
く
経た

つ

の
に
、
令
和
の
今

日
も
、
灯
標
で
は

瀬
戸
内
海
一
の
高

さ
を
誇
り
、
広
島

湾
の
ほ
ぼ
中
央
に
聳そ

び

え
立
つ
雄
姿
は
圧
巻
で
す
。

　

設
置
は
海
軍
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
し
た（
次
号
の
拙
稿「
屋

形
石
灯
標
」
で
詳
細
を
紹
介
）。
た
だ
し
、
同
様
に
設
置
さ
れ

た
屋
形
石
、
中
ノ
瀬
、
小
那
沙
美
島
の
い
ず
れ
も
が
無
等
の
小

型
レ
ン
ズ
に
よ
る
不
動
灯
の
灯
火
で
あ
る
中
、
安
芸
白
石
だ
け

は
、
特
殊
な
５
等
閃
光
レ
ン
ズ
と
特
別
な
回
転
装
置
に
よ
り
、

紅
白
の
複
雑
な
閃
光
を
放
つ
別
格
の
灯
標
で
し
た
。

　

点
灯
開
始
時
の
告
示
に
は
、
こ
の
複
雑
な
灯
火
（
灯
質
）
に

関
し
て
、
異
例
の
詳
細
な
説
明
が
見
ら
れ
ま
す
。

白し
ら

石い
し

挂け
い

燈と
う

立り
っ

標ぴ
ょ
う

一　

該
立
標
は 
石
造
圓

（
円
）
形
に
し
て　

紅
黒
の
横
線
に
塗
り　

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

安あ

芸き

白し
ら

石い
し

灯
標

灯 

台 

研 

究 

生
写真－ 1 　安芸白石灯標
（令和 2 年 2 月撮影）

資料－ 1 　安芸白石灯標の位置図
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雲
日
御
碕
灯
台
で
す
。
レ
ン
ズ
の
大

き
さ
は
一
等
で
灯
質
の
周
期
は
２０
秒

と
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
連れ

ん

閃せ
ん

紅こ
う

白は
く

交こ
う

閃せ
ん

で
点
灯
開
始
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今こ

ん

日に
ち

の
出
雲
日
御
碕
灯
台
も

「
複
合
群
閃
白
赤
互
光　

毎
２０
秒
に

白
２
閃
光
と
赤
１
閃
光　

Ａ
ｌ　

Ｆ

ｌ
（
２
＋
１
）
Ｗ　

Ｒ　

２０
ｓ
」
と
、

当
時
と
変
わ
ら
ぬ
同
じ
灯
光
を
、
１

１
７
年
間
も
投
げ
続
け
て
い
る
の
で

す
。

電
気
を
用
い
た
明
治
の
灯
標

　

日
本
一
の
灯
台
と
同
じ
で
あ
っ
た
安
芸
白
石
灯
標
の
灯
質

は
、
実
は
電
気
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
航
路
標
識

管
理
所
第
一
年
報
に
は
、
第
五
等
持
久
閃
光
燈
を
紹
介
す
る
図

と
し
て
、
安
芸
白
石
灯
標
の
灯
室
内
部
の
詳
細
図
（
資
料
３
）

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
図
に
は
次
の
説
明
書
き
が
見
ら

れ
ま
す
。

　　

明
治
三
十
六
年
白
石
挂
燈
立
標
に
装
置
せ
し
燈
器
に
し
て　

折
射
器
の
外ほ

か

は
凡す

べ

て
本
所
の
製
作
に
係
り　

石
油
持
久
燈
火
口

頭
に
第
五
等
連
閃
燈
を
設
く　

其そ
の

高
さ
基
礎
よ
り
燈
火
ま
で

五
丈
五
尺
な
り

一　

該
燈
火
は　

毎
十
五
秒
時
間
に
白
色
二
連
閃
光
と
紅
色
閃

光
と
を
発
し　

全
度
を
照し

ょ
う

輝き

す　

其そ
の

閃
光
発
射
及お

よ
び

暗
黒
の
時

間
は
左
の
如
し

　
　

白
色
二
連
閃
光　
　

二
秒
八

　
　

暗　
　
　
　

黒　
　

六
秒

　
　

紅
色
閃
光　
　

零
秒
二

　
　

暗　
　
　
　

黒　
　

六
秒

一　

該
燈
火
は　

九
百
六
十
燭し

ょ
っ

光こ
う

に
し
て　

水
面
よ
り
高
さ
五

丈
六
尺 

其そ
の

光
達
距
離
は
晴
天
の
夜
十
三
浬か

い
り

な
り

　

安
芸
白
石
灯
標
は
、
昭
和
１０
年
２
月
ま
で
白
石
灯
標
（
白
石

挂け
い

燈と
う

立り
っ

標ぴ
ょ
う

）と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
灯
塔
の
紅
黒
の
横
線
は
、

現
在
と
同
じ
孤
立
障
害
標
識
の
塗
色
で
す
。
灯
質
は
、
航
路
標

識
便
覧
表
（
当
時
の
灯
台
表
）
を
見
る
と
「
連れ

ん

閃せ
ん

紅こ
う

白は
く

交こ
う

閃せ
ん

」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
灯
台
表
で
は
、
こ
の
灯
質
は

「
複ふ

く

合ご
う

群ぐ
ん

閃せ
ん

互ご

光こ
う

」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
複ふ

く

合ご
う

群ぐ
ん

閃せ
ん

互ご

光こ
う

は
、

数
少
な
い
珍
し
い
灯
質
で
、
灯
質
の
解
説
の
最
後
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
芸
白
石
灯
標
は
、
実
は
日
本
最
初
の
複
合
群
閃

互
光
の
灯
標
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
灯
質
の
大
灯
台
が
、

9
日
前
の
明
治
３６
年
４
月
１
日
に
点
灯
開
始
し
て
い
ま
す
。
出

資料－ 2 　出雲日御碕灯台の灯質
「複合群閃白赤互光」の図解

（灯台表 海上保安庁発行より）
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国
産
の
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
安
芸
白
石
灯
標
に
設
置
し
た
電
動
機
は
、
明
治
３３
（
１

９
０
０
）
年
４
月
に
白
洲
灯
台
へ
最
初
に
設
置
さ
れ
故
障
が
頻

発
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
、
拙
稿
（
４６
）「
白
洲
灯
台
」
に

て
紹
介
済
み
で
す
が
、
３
年
後
の
横
浜
の
工
場
で
作
ら
れ
た
国

産
品
は
、
不
具
合
箇
所
が
改
善
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
燈
光

会
保
管
の
安
芸
白
石
灯
標
経
歴
簿
の
灯
器
・
回
転
機
械
の
修
繕

記
録
に
は
、
設
置
当
初
の
補
修
以
降
、
大
正
３
年
ま
で
修
理
記

録
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

同
経
歴
簿
に
は
、
点
灯
開
始
時
の
灯
器
は
、
装
薬
持
久
燈
火

口
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
薬
持
久
灯
も
バ
ビ
エ
ー
製
を

改
良
し
た
本
所
の
工
場
製
で
、
故
障
も
少
な
く
、
大
過
な
く
使

用
し
て
い
た
事
実
は
、
拙
稿
（
５８
）「
大
久
野
島
灯
台
」
の
中

で
紹
介
済
み
で
す
。

　

機
器
の
安
定
し
た
運
用
は
、
灯
台
職
員
の
弛た

ゆ

ま
な
い
保
守
が

あ
っ
て
の
も
の
で
す
。
当
時
の
各
機
器
の
保
守
方
法
に
つ
い
て

は
、明
治
４５
年
３
月
に
航
路
標
識
管
理
所
が
発
行
し
た
冊
子「
特

殊
燈
器
及
霧
警
号
取
扱
規
定
」（
以
下
、
特
殊
燈
器
等
取
扱
規

定
と
す
る
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ず
電
池
の
保
守
運
用
に
関
し
て
は
「
蓄
電
池
取
扱
心
得
」

に
詳
細
が
見
ら
れ
ま
す
。
蓄
電
池
は
チ
ュ
ー
ド
ル
電
池

（T
udor-type battery

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
電
池
電

を
以
て
点
火
し　

電
池
約
十
二
個
を
以
て
電
動
機
を
動
力
し　

折
射
器
を
回
転
す　

是こ
れ

に
由よ

っ

て
看
守
員
を
置
か
ず　

約
三
十
日

間
は
閃
光
燈
を
持
続
点
火
す
る
を
得え　

使
用
電
流
は
八
ボ
ル
ト 

六
ア
ン
ペ
ア
ー
程
と
す　

此こ
の

式
の
燈
器
は
明
治
三
十
三
年
「
バ

ビ
エ
ー
ル
」
會か

い

社
よ
り
購
入　

白
洲
燈
台
に
採
用
せ
し
を
嚆こ

う

矢し

と
し　

ク
ダ
コ
島　

西
ノ
ゴ
バ
ン
に
本
所
の
製
作
品
を
装
置
せ

り
　

安
芸
白
石
灯
標
は
、
灯
台
職
員
が
常
駐
し
な
い
無
人
の
標
識

で
す
。
灯
火
は
石
油
を
使
用
し
、
３０
日
間
昼
夜
点
灯
し
続
け
、

灯
火
の
点
滅
周
期
は
１２
個
の
蓄
電
池
の
電
気
を
利
用
し
、
電
動

機
に
よ
り
レ
ン
ズ
を
回
転
さ
せ
作
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
設
備
は
、
フ
ラ
ン
ス
バ
ビ
エ
ー
製
の
レ
ン
ズ
を
除
き
、
す

べ
て
横
浜
の
本
所
（
航
路
標
識
管
理
所
）
の
工
場
で
作
ら
れ
た

資料－ 3 　灯室内部の詳細図
（第一年報付図より）
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圧
及
び
電
解
液
の
最
適

な
量
と
比
重
を
保
つ
よ

う
、
電
圧
・
比
重
の
点

検
、
蒸
留
水
や
希
硫
酸

の
補
液
、
極
板
の
状
態

変
化
の
確
認
を
行
う
等

の
保
守
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
愚
生
た
ち
も

携た
ず
さわ

っ
た
曾か

つ

て
の
Ｃ
Ｓ

電
池
の
保
守
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
で
す
。
ま
た
、

三
ヶ
月
ご
と
に
電
池
の
充
電
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
灯
台
や
退
息
所
に
は
充
電
設
備
が
な
い
こ
と
や
電
気
が
ま

だ
一
般
に
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
横
浜
か
ら
の
灯
台
視

察
船
の
巡
回
等
に
合
わ
せ
、
電
池
の
交
換
、
充
電
が
行
わ
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

電
動
機
の
保
守
は
、「
燈
器
回
転
用
電
動
機
取
扱
心
得
」
に
、

コ
ン
ミ
ュ
テ
ー
タ
ー
（
整
流
器
）
や
ア
ー
マ
チ
ュ
ア
（
モ
ー
タ

ー
の
回
転
部
分
）、
帚
子
（
ブ
ラ
シ
）
な
ど
当
時
の
専
門
用
語

を
多
用
し
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
体
は
、
今
日
の
モ
ー

タ
ー
と
原
理
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
す
。
２
カ
月
ご
と
に
、
一
体

と
な
っ
て
い
た
灯
器
、
水
銀
槽
を
含
む
す
べ
て
の
装
置
を
分
解

清
掃
す
る
点
検
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
定
期
保
守
は
、

大
変
で
あ
っ
た
こ
と

が
容
易
に
想
像
さ
れ

ま
す
。

　

装
薬
持
久
灯
器
の

運
用
保
守
は
、「
装
薬

持
久
燈
取
扱
心
得
」

に
見
ら
れ
ま
す
。
先

ず
、
石
油
と
雲
母
粉

を
混
ぜ
て
糊
状
に
し

た
防
燼
剤
を
作
り
ま

す
。
そ
れ
を
石
油
灯

器
の
燈
心
の
頂
部
に

充
填
し
ま
す
。
燈
心

の
燃
焼
を
防
止
し
、

灯
火
を
長
期
間
保
持

さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。
灯
火
の
大
き

さ
は
、
灯
室
内
の
気

温
に
左
右
さ
れ
る
た

資料－ 4 　蓄電池の図
（特殊燈器等取扱規定掲載図より）

資料－ 5 　電動機と水銀槽の一体図
（航路標識管理所第一年報付図より）

資料－ 6 　装薬持久灯火口の取扱参照図
（特殊燈器等取扱規定掲載図より）
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昭
和
３３
年
ま
で
官
舎
併
設
の
有
人
灯
台
で
し
た
。
灯
塔
は
今
も

設
置
当
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
レ
ン
ズ
も
点
灯
開
始
か
ら

交
換
さ
れ
た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
灯
質
は
、
出
雲
日
御
碕
灯

台
と
同
じ
複
合
群
閃
白
赤
互
光 

毎
２０
秒
に
白
２
閃
光
と
赤
１

閃
光
で
、
レ
ン
ズ
は
な
ん
と
バ
ビ
エ
ー
製
の
５
等
閃
光
レ
ン
ズ

で
し
た
。
レ
ン
ズ
に
刻
ま
れ
た
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｅ
Ｒ　

Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ａ

Ｒ
Ｄ
＆
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
の
刻
印
で
、
そ
の
事

実
を
確
認
し
た
と
き
、
新
発
見
だ
と
歓
喜
し
ま
し
た
。
日
本
燈

台
史
の
記
述
（
Ｐ
．３
１
２
）
及
び
前
記
の
燈
光
昭
和
９
年
３

月
号
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
輸
入
レ
ン
ズ
の
最
後
は
大
正
１０
年
１１

月
に
点
灯
開
始
の
青
森
県
の
大
間
埼
灯
台
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
井
神
島
灯
台
の
点
灯
開
始
は
、
そ
の
一
ヶ
月
後
で
す
。
最
後

の
輸
入
レ
ン
ズ
の
灯
台
は
、
高
井
神
島
灯
台
だ
と
い
う
灯
台
史

の
新
た
な
事
実
を
確
認
し
た
と
、
サ
ウ
ナ
の
よ
う
な
真
夏
の
灯

め
、
灯
器
の
空
気
取
入
孔
を
微
調
整
し
、
灯
火
を
最
適
な
状
態

に
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
バ
ビ
エ
ー
製
レ
ン
ズ
の
行
方

　

こ
れ
ら
の
機
器
も
、
大
正
９
年
１２
月
に
、
扱
い
や
す
く
灯
火

が
安
定
し
た
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
灯
器
に
交
換
さ
れ
ま
す
。
ま
た

同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
バ
ビ
エ
ー
製
の
５
等
閃
光
レ
ン
ズ
も
、
国

産
の
５
等
不
動
レ
ン
ズ
に
交
換
さ
れ
、
連れ

ん

閃せ
ん

紅こ
う

白は
く

交こ
う

閃せ
ん

の
特
殊

な
灯
質
は
、
４
秒
１
閃
光
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
産
の

レ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、
燈
光
昭
和
９
年
３
月
号
の
「
燈
臺
用
レ

ン
ズ
の
発
達
に
就
て
」
の
記
事
の
中
で
、
国
産
第
一
号
の
灯
台

レ
ン
ズ
で
あ
る
こ
と
が
、
当
時
の
燈
台
局
工
務
課
の
筆
頭
技
師

で
あ
っ
た
山
本
八
龍
氏
に
よ
り
証
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
レ
ン
ズ
は
残
念
な
が
ら
、
太
平
洋
戦
争
で
被

災
し
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
正
９
年
に
交
換
さ
れ
た
バ
ビ

エ
ー
製
の
レ
ン
ズ
に
関
し
て
は
、
興
味
深
い
事
実
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
８
月
、
今
治
海
上
保
安
部
交
通
課
の
点
検
に
合
わ
せ
、

高
井
神
島
灯
台
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
芸
白
石

灯
標
か
ら
東
へ
８０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
同
じ
瀬
戸
内
海
の
孤
島

に
あ
る
灯
台
で
す
。
点
灯
開
始
は
、
大
正
１０
（
１
９
２
１
）
年

１２
月
で
、来
年
点
灯
１
０
０
周
年
と
な
る
大
正
期
の
灯
台
で
す
。

写真－ 2 　高井神島灯台の
バビエー製 ５ 等閃光レンズ
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室
の
中
で
、
点
検
中
の
今
治
保
安
部
の
職
員
に
興
奮
し
て
話
し

た
こ
と
が
、
つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

果
た
し
て
、
高
井
神
島
灯
台
の
レ
ン
ズ
の
真
相
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
安
芸
白
石
灯
標
の
交
換
さ
れ
た
レ
ン
ズ
が
再
利
用

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
確
証
に
至
る
記
録
は
、
今
回
は

残
念
な
が
ら
見
付
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
爆
死
し
た
灯
台
職
員
と
家
族

　

太
平
洋
戦
争
中
に
被
災
し
、
今
は
無
き
安
芸
白
石
灯
標
の
国

産
第
一
号
レ
ン
ズ
の
写
真
（
写
真
３
）
が
、
燈
光
会
に
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。
撮
影
し
た
の
は
、
当
時
安
芸
白
石
灯
標
の
灯
台

長
で
あ
っ
た
伊
藤
武
夫
氏
で
す
。

　

伊
藤
氏
に
つ
い
て
は
、拙
稿
（
２３
）「
石
廊
埼
灯
台
」
の
中
で
、

同
灯
台
の
改
築
の
詳
細
を
燈
光
に
記
し
た
職
員
と
し
て
、
燈
光

の
記
事
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
戦
後
、
第
六
管
区
海

上
保
安
本
部
燈
台
部
の
初
代
工
務
課
長
を
務
め
た
伊
藤
氏
は
、

明
治
３７
年
５
月
６
日
長
野
県
小ち

い
さ

県が
た

郡
丸
田
町
（
現
上
田
市
）
生

ま
れ
、
初
任
の
塩
屋
埼
灯
台
か
ら
、
石
廊
埼
、
出
雲
日
御
碕
ほ

か
勤
務
７
ヶ
所
目
に
し
て
、
昭
和
１８
年
３
月
に
安
芸
白
石
灯
標

灯
台
長
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
伊
藤
氏
が
阿あ

多た

田だ

島じ
ま

の
灯
台

官
舎
に
赴
任
し
た
時
、
山
口
正
夫
氏
が
詰
め
て
い
ま
し
た
。
横

浜
の
灯
台
職
員
養
成
所
を
出
た
ば
か
り
の
２４
歳
の
青
年
で
し

た
。
間
も
な
く
生
ま
れ
て
く
る
伊
藤
家
の
三
男
の
雅
人
君
を
含

め
た
伊
藤
家
の
家
族
五
人
と
山
口
氏
が
、
こ
の
阿
多
田
島
で
過

ご
し
た
日
々
の
様
子
は
、
５０
年
後
の
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
１１
月
１
日
か
ら
１０
回
に
わ
た
り

中
国
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
灯
光
は
る
か 

灯
台
長
一
家
の
原

爆
」
と
い
う
記
事
で
す
。
今
回
、
記
事
を
書
か
れ
た
畑
矢
健
治

様
の
了
解
を
得
ま
し
た
の
で
、
燈
光
会
に
保
管
の
伊
藤
家
族
の

写
真
と
合
わ
せ
て
、
伊
藤
家
族
と
山
口
正
夫
氏
を
同
記
事
か
ら

追
っ
て
い
き
ま
す
。

　

伊
藤
家
は
昭
和
２０
年
当
時
、
４１
歳
の
武
夫
氏
と
同
郷
で
日
赤

の
看
護
婦
だ
っ
た
妻
の
登
３８
歳
、
県
立
広
島
工
業
電
気
科
一
年

に
入
学
し
た
長
男
稜い

づ

夫お

、
小
学
五
年
生
の
や
ん
ち
ゃ
盛
り
の
次

写真－ 3 　被災した安芸白石灯標のレンズ
（燈光会保管伊藤武夫アルバム写真より）
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ま
た
浜
本
氏
は
、
見
回

り
船
の
船
長
も
務
め
、

公
私
と
も
に
伊
藤
家
族

と
山
口
氏
と
は
、
日
々

深
い
つ
な
が
り
で
結
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
局
が
次
第
に
急
と

な
り
、
食
料
事
情
が
窮

迫
し
て
い
く
と
、
官
舎

周
辺
の
松
林
は
開
墾
さ

れ
菜
園
が
整
備
さ
れ
、

麦
、
芋
、
大
根
や
白
菜

な
ど
の
作
物
が
伊
藤
氏

の
妻
登
を
中
心
に
作
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、阿
多
田
島
周
辺
は
、

イ
ワ
シ
の
魚
場
と
し
て

名
高
く
、
灯
台
の
船
が

着
く
浜
に
は
、
イ
リ
コ

の
せ
い
ろ
場
が
あ
り
ま

し
た
。
戦
時
下
で
も
、

イ
ワ
シ
漁
は
続
け
ら

男
久
人
、
前
年
に
生
ま
れ
た
三
男
雅
人
の
５
人
家
族
で
し
た
。

山
口
正
夫
氏
は
、
烏
帽
子
島
灯
台
の
あ
る
佐
賀
県
の
呼
子
町
生

ま
れ
、
唐
津
商
業
高
校
卒
業
後
は
博
多
で
商
社
に
勤
め
、
そ
の

後
入
隊
し
、
灯
台
職
員
の
試
験
を
受
け
る
ま
で
は
通
信
兵
で
い

ま
し
た
。
阿
多
田
島
の
官
舎
で
、
同
じ
屋
根
の
下
に
住
む
伊
藤

家
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
子
供
好
き
の
山
口
氏
が
一
番
の

遊
び
相
手
で
し
た
。

　

安
芸
白
石
灯
標
の
官
舎
が
あ
る
阿
多
田
島
は
、
大
竹
市
の
小お

方が
た

港
か
ら
船
で
約
３０
分
、
灯
台
官
舎
は
安
芸
白
石
灯
標
が
視
認

で
き
る
阿
多
田
島
の
南
東
端
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
港
の
あ

る
集
落
か
ら
は
離
れ
て
い
る
た
め
、
買
出
し
等
の
手
配
は
、
集

落
に
住
む
浜
本
要
氏
に
灯
台
の
用
便
と
し
て
頼
ん
で
い
ま
し
た
。

写真－ 4 　山口正夫氏と伊藤家の子供たち
（伊藤武夫アルバム写真より）

写真－ 5 　阿多田島の灯台官舎
（伊藤武夫アルバム写真より）

写真－ 6 　官舎構内での伊藤母子
（伊藤武夫アルバム写真より）
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れ
、
大
漁
の
船
が
浜
に
戻
る
と
、
灯
台
か
ら
も
手
伝
い
に
、
登

と
山
口
氏
ら
が
駆
け
つ
け
て
い
ま
し
た
。
作
業
を
し
な
が
ら
島

の
人
た
ち
と
会
話
を
し
て
過
ご
す
時
間
は
、
集
落
か
ら
離
れ
た

官
舎
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
ま
た
と
な
い
寂
し
さ
を
ま
ぎ
ら
す
機

会
で
、
息
苦
し
い
戦
時
下
の
現
状
も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
、
の

ど
か
な
ひ
と
時
で
し
た
。

　

昭
和
１９
年
３
月
２０
日
、
四
国
の
足
摺
岬
灯
台
が
、
米
軍
機
の

襲
撃
を
受
け
ま
し
た
。
灯
台
へ
の
爆
撃
の
始
ま
り
で
す
。
翌
年

の
昭
和
２０
年
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
阿
多
田
島
の
官
舎
に
も
、

米
軍
機
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
伊
藤
氏
が
記
し
た
戦
災
被
害
調

査
記
録
は
、官
舎
の
被
害
が
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
四
月
八
日
、付
近
に
於
け
る
機
雷
爆
発
に
よ
り
、

屋
根
及
び
窓
ガ
ラ
ス
に
損
傷
を
受
く

　

同
記
録
の
安
芸
白
石
灯
標
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

七
月
二
十
四
日
午
前
午
後
の
二
回
に
わ
た
り
、約
二
百
機（
に

よ
る
）
機
銃
掃
射
を
受
く
、
折
射
レ
ン
ズ
大
破
飛
散
し
使
用
に

堪
え
ず

　

明
治
の
点
灯
開
始
か
ら
歴
代
の
灯
台
職
員
に
よ
り
守
ら
れ
て

き
た
安
芸
白
石
灯
標

の
灯
火
は
、
つ
い
に

途
絶
え
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
灯
台
長
と

し
て
初
め
て
の
伊
藤

氏
に
と
っ
て
、
こ
れ

ほ
ど
悔
し
い
思
い
は

な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

安
芸
白
石
灯
標
が

爆
撃
さ
れ
た
後
、
被

災
し
た
標
識
の
見
回
り
調
査
に
伊
藤
・
山
口
の
両
名
が
赴
き
、

そ
の
時
写
さ
れ
た
数
枚
の
写
真
も
、
伊
藤
氏
の
ア
ル
バ
ム
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
被
災
か
ら
二
週
間
後
の
８
月
５
日
、
伊
藤
氏
の
妻
と
次

男
久
人
君
と
三
男
の
雅
人
君
の
３
人
は
、
広
島
工
業
電
気
科
に

下
宿
か
ら
通
う
長
男
稜
夫
君
に
会
う
た
め
に
広
島
の
街
に
向
か

い
ま
し
た
。
山
口
氏
も
同
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
島
行
き
は
、

被
災
し
た
標
識
の
見
回
り
の
直
後
で
も
あ
る
た
め
、
修
理
用
品

の
買
い
付
け
に
行
く
山
口
氏
に
、
伊
藤
家
族
が
同
行
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
５
日
の
夜
は
、
灯
台
職
員
が
広
島
出
張
で
利
用
す
る
鉄

写真－ 7 　見回り船船長浜本要氏と被災した
安芸白石灯標（伊藤武夫アルバム写真より）
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め
だ
っ
た
の
で
す
。
父
は
燈
台
の
仕
事
が
忙
し
く
て
出
て
こ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
夜
は
、
鉄
砲
町
に
あ
っ
た
行
き
つ
け
の
宿
屋
に
兄
も
き

て
、
い
っ
し
ょ
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
今
の
東
洋
座
の
前
に
あ
り

ま
し
た
。
六
日
の
朝
、
小
方
の
方
に
帰
る
は
ず
で
し
た
母
は
、

玄
関
の
と
っ
つ
き
の
と
こ
ろ
で
勘
定
を
払
う
た
め
宿
の
主
人
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
一
年
と
二
ヶ
月
の
弟
と
燈
台
の
若
い

人
は
母
の
そ
ば
に
い
ま
し
た
。
私
は
玄
関
の
椅
子
の
上
に
寝
こ

ろ
ん
で
、
し
き
り
に
猫
を
か
ま
っ
て
い
た
ず
ら
を
し
て
い
た
の

で
す
。
そ
の
時
急
に
玄
関
の
外
の
方
か
ら
何
と
も
言
え
な
い
色

と
光
、
青
白
い
無
気
味
な
色
を
し
た
閃
光
が
さ
し
こ
ん
で
き
ま

し
た
。

　

私
は
し
ば
ら
く
し
て
意
識
を
と
り
も
ど
し
ま
し
た
。
あ
た
り

は
真
暗
で
す
。
ど
う
や
ら
、
宿
の
廊
下
の
後
の
方
に
と
ば
さ
れ

た
ら
し
い
こ
と
だ
け
は
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
二
階
だ
て
の
建

物
の
下
敷
に
な
っ
た
か
ら
、
外
に
這
い
出
そ
う
と
し
て
も
が
い

て
み
ま
し
た
が
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
宿
の

主
人
の
自
慢
話
し
に
何
時
も
で
て
く
る
大
黒
柱
が
、
私
の
す
ぐ

前
に
倒
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
も
う
死
ぬ
る
ん
で
は
な
い
か

と
目
を
つ
む
っ
て
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
と
、
私
の
名
前
を

呼
び
つ
づ
け
る
母
の
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
私
は
母

の
叫
ぶ
声
で
我
に
か
え
り
眼
を
開
い
て
見
る
と
、
私
が
下
敷
に

砲
町
の
旅
館
に
向
か
い
、
稜
夫
君
も
訪
れ
母
子
４
人
が
一
緒
に

泊
り
、
水
入
ら
ず
の
一
夜
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
運
命
の
昭
和
２０
年
８
月
６
日
の
広
島
の
朝
で
す
。

稜
夫
君
は
４
月
の
入
学
以
来
、学
校
の
授
業
は
数
え
る
ほ
ど
で
、

連
日
、
学
徒
動
員
に
よ
る
建
物
疎
開
や
開
墾
作
業
に
駆
り
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
も
作
業
が
あ
る
た
め
、
午
前
７
時
過

ぎ
に
旅
館
を
出
て
い
ま
す
。
母
の
登
は
、
午
前
中
に
は
島
に
帰

る
手
は
ず
を
整
え
て
い
ま
し
た
。
同
じ
旅
館
に
泊
ま
っ
て
い
た

山
口
氏
も
、
帰
り
支
度
を
済
ま
せ
、
玄
関
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。

時
刻
は
ま
も
な
く
８
時
１５
分
、
こ
の
あ
と
に
起
き
た
凄
惨
な
状

況
は
、
次
男
久
人
君
が
後

年
書
き
残
し
た
次
の
文
か

ら
見
て
い
き
ま
す
。

　

八
月
五
日
の
朝
、
私
た

ち
は
佐
伯
郡
小お

方が
た

か
ら
す

こ
し
は
な
れ
た
島
か
ら
、

燈
台
の
若
い
人
に
つ
れ
ら

れ
て
広
島
の
町
の
中
に
出

て
来
ま
し
た
。
久
し
振
り

で
広
島
高
等
学
校
に
行
っ

て
い
た
兄
さ
ん
に
会
う
た
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な
っ
て
い
る
家
の
端
に
火
が
つ
い
て
私
の
方
へ
迫
っ
て
来
ま

す
。
早
く
こ
の
場
所
か
ら
逃
げ
出
さ
な
く
て
は
焼
け
死
ん
で
し

ま
う
と
思
っ
た
の
で
、母
を
一
生
懸
命
に
呼
び
つ
づ
け
ま
し
た
。

母
は
火
が
つ
い
て
い
る
木
や
板
を
取
り
除
い
て
私
を
助
け
出
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
私
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
外
に
出
た
私
は
、
ち
ょ

う
ど
小
鳥
が
籠か

ご

の
中
か
ら
外
に
放
た
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

嬉
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
ま
た
あ
ま
り
に
変
り

果
て
た
周
辺
の
様
子
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
家
と
い
う
家
は

見
わ
た
す
か
ぎ
り
み
ん
な
つ
ぶ
れ
て
火
を
噴
い
て
い
ま
す
。
や

け
ど
を
し
て
身
体
の
皮
が
ず
る
ず
る
に
赤
む
げ
に
な
っ
た
人

が
、
今
に
も
死
に
そ
う
な
叫
び
声
を
あ
げ
て
い
る
の
で
す
。
も

う
死
ん
で
い
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。
死
人
や
や
け
ど
で
う
め
き

声
を
あ
げ
て
倒
れ
て
い
る
人
や
、
倒
れ
た
家
な
ど
で
、
道
が
覆

わ
れ
て
通
れ
な
い
の
で
、
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
西
の
方
向

を
見
る
と
、
火
の
手
が
ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
き
ま
す
。
私
は
ま

だ
火
の
つ
い
て
い
な
い
倒
れ
た
家
の
屋
根
の
上
を
歩
い
て
、
火

の
手
の
な
い
方
向
へ
と
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
旧
泉
邸
の
対
岸
の
川
辺
り
に
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時

に
な
っ
て
母
と
別
れ
別
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
京
橋
川
の
周
辺
に
は
、や
け
ど
を
し
た
人
が「
熱
い
！

熱
い
！
」と
う
め
き
な
が
ら
川
の
中
に
と
び
こ
ん
で
い
っ
て
は
、

身
体
の
自
由
が
き
か
な
い
た
め
、
死
ぬ
一
歩
ま
え
の
苦
し
げ
な

叫
び
声
を
あ
げ
る
と
、
溺
れ
死
ん
で
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の

川
は
、
水
の
流
れ
る
川
で
は
な
く
、
死
人
の
流
れ
る
川
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
や
け
ど
を
し
て
叫
び
声
を
あ
げ
な
が
ら
死

ん
で
い
く
人
の
こ
と
や
広
島
の
町
が
全
焼
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
口
で
い
く
ら
大
げ
さ
に
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
事
実
は
ま
だ
は

る
か
に
大
き
か
っ
た
の
で
、
こ
の
紙
上
に
と
て
も
書
き
表
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
点
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

私
は
こ
の
惨
状
を
見
て
、
人
間
同
志
が
ど
う
し
て
戦
争
を
し
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
人
々
を
殺
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
気
持
ち
が
落
ち
つ
い
て

く
る
と
、
早
く
家
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
時
は
も
う
火
が
四
方
八
方
か
ら
攻
め
寄
せ
て
き
ま

し
た
。

　

と
、
そ
の
時
、
兵
隊
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
が
や
っ
て
来
て
、
や

け
ど
を
し
た
人
を
の
せ
は
じ
め
た
の
で
、
私
も
そ
の
人
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
の
せ
て
も
ら
っ
て
、
火
の
中
を
う
ま
く
く
ぐ
り
ぬ

け
、
よ
う
や
く
火
の
な
い
家
の
倒
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
つ
き

ま
し
た
。
そ
こ
は
海か

い

田た

市い
ち

の
収
容
所
で
、
も
う
夜
に
な
り
か
け

て
い
ま
し
た
。

　
　
（
中　

略
）
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げ
る
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
ま
し
た
。
母
は
広
島
に
出
て
き

た
父
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
木
材
や
ト
タ
ン
を
集
め
て
手
伝
い

ま
し
た
。
父
母
は
、
そ
こ
に
泊
っ
て
兄
と
弟
を
探
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
し
て
終
戦
と
な
り
、
母
た
ち
は
島
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
や
母
は
そ
れ
ま
で
色
々
の
出
来
事
が
つ
づ
い
て
気
が
し
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
弟
や
兄
の
こ
と
、
家
に
落
ち
つ
い
た
こ
と
、

終
戦
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
気
持
ち
が
ゆ
る
ん
で
し
ま
い
、

さ
ら
に
は
あ
の
原
子
爆
弾
の
時
ガ
ス
を
す
い
こ
ん
で
い
た
の

で
、
身
体
が
だ
る
く
な
り
、
頭
の
毛
が
ぬ
け
出
し
ま
し
た
。
お

灸
が
よ
い
と
聞
い
て
、
私
も
母
も
三
里
の
灸
を
す
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
に
な
っ
て
弟
の
骨
が
焼
け
跡
か
ら
出
て
き
て
、
死

ん
だ
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
母
は
気
を
お
と

し
て
今
に
も
死
に
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
父
は
死
ぬ
な
よ
と
母

と
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
の
で
、
今
で
は
燈
台
の
宿
舎
に
住
ん

で
幸
福
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
あ
の
原
子
爆
弾
で
父
や
母
を
失

っ
た
人
が
、
ど
れ
だ
け
多
く
い
る
か
と
思
う
と
、
私
は
幸
福
を

感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
戦
争
が
終
っ
て
、
早
く
も
六
年

に
な
り
ま
し
た
。
広
島
市
民
に
よ
っ
て
、
い
や
日
本
全
国
民
に

よ
っ
て
、も
っ
と
大
き
く
言
っ
て
世
界
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、

広
島
の
町
は
見
事
に
復
活
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
終
わ
り
に
結
論
と
い
た
し
ま
し
て
、
二
度
と
原
子
爆
弾

　

八
日
の
朝
早
く
市
内
に
は
い
る
と
、
も
う
や
け
ど
で
苦
し
ん

で
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
死
ん
だ
人
が
道
に
倒
れ

て
い
ま
し
た
。
町
で
は
、
自
分
の
家
族
や
子
供
や
親
類
の
も
の

を
探
し
て
歩
く
人
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
集
め
て
焼
か
れ

た
死
人
の
骨
を
、
泣
き
な
が
ら
拾
っ
て
帰
っ
て
い
く
人
も
あ
り

ま
し
た
。
私
が
鉄
砲
町
の
宿
屋
の
方
に
来
て
み
る
と
、
家
は
焼

け
て
灰
に
な
っ
て
瓦
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
で

弟
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
宿

の
周
辺
を
探
し
ま
わ
り
ま
し
た
。
宿
屋
の
近
く
に
住
ん
で
い
た

人
で
私
の
知
っ
て
い
る
人
が
家
の
整
理
に
来
て
い
た
の
で
、
私

は
す
ぐ
、

「
弟
の
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
か
」

と
聞
き
ま
し
た

が
、
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は

が
っ
か
り
し
て
島

に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。

　

宿
の
主
人
は
、

そ
の
焼
け
跡
に
雨

を
よ
う
や
く
し
の

写真－ 7 　被爆直後の広島原爆ドーム
（伊藤武夫アルバム写真より）
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部
灯
台
部
の
工
務
課
長
を
最
後
に
、
大
阪
市
の
サ
ル
ベ
ー
ジ
会

社
に
再
就
職
し
て
い
ま
し
た
。
久
人
君
は
父
の
元
を
離
れ
、
父

の
同
僚
だ
っ
た
西
宮
均ひ

と
し

氏
を
頼
り
、
一
人
広
島
で
下
宿
生
活
を

始
め
て
い
ま
し
た
。
彼
の
手
記
の
中
で
は
、
母
の
登
さ
ん
が
、

島
の
官
舎
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
亡
く

な
っ
て
２
年
後
の
昭
和
２２
年
、
親
一
人
子
一
人
の
男
所
帯
を
案

じ
た
親
戚
の
勧
め
で
伊
藤
氏
は
再
婚
し
ま
す
。
母
が
死
ん
だ
と

書
か
な
か
っ
た
の
は
、
新
し
い
母
親
を
気
遣
っ
て
か
、
そ
れ
と

も
、
迫
り
来
る
火
の
中
か
ら
命
が
け
で
自
分
を
救
い
出
し
た
母

親
の
死
を
、
ど
う
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
書

け
な
か
っ
た
母
登
さ
ん
の
こ
と
は
、
再
び
中
国
新
聞
の
記
事
か

ら
見
て
い
き
ま
す
。

と
い
う
も
の
を
使
わ
な
い
で
、
早
く
朝
鮮
の
戦
争
を
や
め
て
い

た
だ
い
て
、
世
界
各
国
の
人
々
が
平
和
な
笑
に
満
ち
あ
ふ
れ
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
て
原
子
爆
弾
を
作
ら
ず
、
そ
れ

を
作
る
元
と
な
る
も
の
を
産
業
に
使
っ
た
ら
、
ど
れ
だ
け
産
業

が
進
む
か
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
知
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

そ
れ
を
産
業
の
方
面
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
産
業
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

最
後
に
、
申
し
お
く
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
元
気
だ
っ
た
兄
さ

ん
は
、八
月
六
日
宿
で
別
れ
た
ま
ま
今
だ
に
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
燈
台
の
若
い
人
は
、
今
ま
で
に
や
っ
た
す
べ
て
の
病
気

が
出
て
き
て
、
九
月
の
始
め
に
、
ま
こ
と
に
奇
怪
な
死
に
か
た

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
は
、
昭
和
２６
年
１０
月
に
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た

「
原
爆
の
子
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
年
４
月
か
ら
広

島
大
学
の
長お

さ

田だ

新あ
ら
た

教
授
が
、
当
時
の
広
島
市
内
の
小
・
中
・

高
・
大
学
・
各
学
園
な
ど
を
訪
問
し
、
１
１
７
５
名
の
原
爆
を

体
験
し
た
子
供
た
ち
の
手
記
を
集
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
手
記

の
一
部
が
岩
波
書
店
の
雑
誌
「
世
界
」
に
掲
載
さ
れ
、
こ
の
中

か
ら
１
０
５
編
が
選
ば
れ
、「
原
爆
の
子
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
久
人
君
は
当
時
、
広
島
の
山
陽
高
校
に
進
学
し
て
い
ま

し
た
。
昭
和
２６
年
、
父
伊
藤
武
夫
氏
は
第
六
管
区
海
上
保
安
本

写真－ 8 　伊藤武夫氏と次男久人君
（伊藤武夫アルバム写真より）
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灯
台
見
回
り
船
の
船
長
だ
っ
た
浜
本
要
氏
と
妻
の
美
佐
江
さ
ん

は
、
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
山
口
氏
の
帰
島
に
驚
き
を
隠
し
き

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
憔
悴
し
き
っ
た
体
で
、
官
舎
ま
で
の
長
い

山
道
を
歩
く
の
は
、
と
て
も
無
理
で
し
た
。
夫
婦
は
「
う
ち
は

畑
も
あ
り
、
野
菜
も
魚
も
手
に
入
る
。
元
気
に
な
る
ま
で
こ
こ

で
養
生
せ
え
」
と
す
す
め
、
自
宅
に
泊
め
さ
せ
ま
し
た
。
外
傷

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
毎
に
や
つ
れ
が
目
立
ち
、「
こ
こ
で

死
ん
だ
ら
迷
惑
が
か
か
る
。
官
舎
に
帰
る
」
と
言
い
張
り
、
そ

の
後
、
浜
本
氏
が
付
き
添
い
山
本
氏
は
１０
数
日
振
り
に
官
舎
に

戻
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
官
舎
の
伊
藤
氏
も
、
日
毎
に
弱

っ
て
い
く
妻
の
看
病
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
浜
本
夫
妻
は
、

官
舎
に
通
い
山
口
氏
の
世
話
を
し
、
呼
子
町
の
両
親
あ
て
に
手

紙
を
書
い
て
病
状
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
８
月
下
旬
、
２
人
と
も

衰
弱
が
進
み
、
２６
日
に
伊
藤
氏
の
妻
登
さ
ん
が
亡
く
な
る
と
、

山
口
氏
も
気
落
ち
し
、
腹
部
が
大
き
く
膨
れ
上
が
り
、
頭
髪
が

す
べ
て
抜
け
、
９
月
１
日
、
若
き
灯
台
職
員
山
口
正
夫
は
無
念

の
思
い
で
旅
立
ち
ま
し
た
。
ま
だ
２６
歳
で
し
た
。
数
日
後
、
佐

賀
の
呼
子
か
ら
母
シ
ゲ
が
、
列
車
を
乗
り
継
い
で
阿
多
田
島
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。
大
き
な
リ
ユ
ッ
ク
に
は
、
着
替
え
や
食
料

を
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。
息
子
の
死
を
聞
か
さ
れ

る
と
、
天
を
仰
ぎ
泣
き
崩
れ
ま
し
た
。

　

不
幸
は
、こ
れ
だ
け
で
は
終
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
原
爆
の
子
」

　

長
男
と
三
男
は
見
付
か
ら
な
い
ま
ま
、
伊
藤
氏
は
妻
登
を
抱

き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
、阿
多
田
島
の
官
舎
に
戻
り
ま
し
た
。

終
戦
の
翌
日
、
三
男
雅
人
の
骨
が
焼
け
跡
か
ら
見
付
か
っ
た
と

の
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
可
愛
い
ざ
か
り
だ
っ
た
雅
人
の
死

を
聞
か
さ
れ
る
と
、
登
は
す
っ
か
り
意
気
消
沈
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。快
活
で
元
気
も
の
だ
っ
た
妻
を
み
か
ね
て
伊
藤
氏
は「
死

ぬ
な
よ
、
元
気
だ
せ
よ
」
と
励
ま
し
続
け
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

す
る
と
、丸
ま
げ
を
結
っ
て
い
た
髪
が
ご
っ
そ
り
と
抜
け
始
め
、

日
毎
に
や
つ
れ
て
い
く
姿
に
、
元
看
護
婦
だ
っ
た
登
は
、
自
分

の
命
が
も
う
長
く
な
い
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。
も
う
ろ
う
と

し
た
意
識
の
中
で
、
三
男
雅
人
の
死
を
聞
か
さ
れ
た
１０
日
後
の

昭
和
２０
年
８
月
２６
日
、
３
人
の
子
供
の
名
を
呼
び
続
け
、
息
を

引
き
と
り
ま
し
た
。

　

つ
い
先
日
ま
で
元
気
だ
っ
た
母
親
の
死
は
、
久
人
君
に
は
、

耐
え
が
た
い
苦
し
み
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

久
人
君
の
手
記
の
最
後
に
、
奇
怪
な
死
に
方
を
さ
れ
た
と
書

か
れ
た
山
口
氏
に
つ
い
て
は
、
記
事
に
は
次
の
と
お
り
見
ら
れ

ま
す
。

　

原
爆
投
下
直
後
、
伊
藤
家
族
と
は
ぐ
れ
た
山
口
氏
は
、
火
勢

に
追
わ
れ
る
よ
う
に
広
島
の
町
を
さ
ま
よ
い
、
数
日
間
、
伊
藤

家
族
を
捜
し
回
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
服
を
ま

と
い
、よ
ろ
め
き
な
が
ら
島
に
戻
っ
て
き
た
の
は
８
月
１０
日
頃
、
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が
出
版
さ
れ
た
頃
か
ら
、
久
人
君
の
体
調
が
お
か
し
く
な
り
始

め
ま
し
た
。
白
血
病
で
し
た
。
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
に
隣

接
し
て
い
た
国
立
広
島
病
院
に
入
院
し
、
Ｏ
型
の
血
液
が
必
要

と
な
る
と
、六
管
本
部
や
灯
台
の
職
員
た
ち
が
献
血
に
協
力
し
、

大
阪
か
ら
駆
け
つ
け
た
両
親
は
、
つ
き
っ
き
り
の
看
病
を
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
ヶ
月
後
の
昭
和
２６
年
１２
月
、
父
母
に

見
守
ら
れ
眠
る
よ
う
に
眼
を
閉
じ
ま
し
た
。
伊
藤
氏
は
、
家
族

全
員
を
広
島
の
原
爆
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

伊
藤
氏
は
そ
の
後
、
夫
婦
で
故
郷
の
長
野
に
帰
り
、
上
田
市

で
小
さ
な
写
真
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和
４８
年
、
６９
歳
で

亡
き
家
族
の
元
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
伊
藤
氏
の
十
三
回
忌
を

済
ま
せ
た
昭
和
６１
年
５
月
、
戦
後
再
婚
し
た
ミ
サ
ヲ
さ
ん
の
も

と
へ
、
広
島
市
役
所
か
ら
「
稜
夫
君
の
遺
骨
が
み
つ
か
っ
た
」

と
の
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
原
爆
供
養
塔
に
眠
る
犠
牲
者
の

身
元
調
査
で
、
骨
つ
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
茶
封
筒
に
「
県
工
電
通

一
年
」
と
書
か
れ
、骨
つ
ぼ
に
稜
夫
が
「
綾
夫
」
と
誤
記
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
無
縁
仏
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
稜
夫
君
の
遺
骨

は
、
ミ
サ
ヲ
さ
ん
が
母
と
し
て
、
広
島
の
供
養
塔
で
引
き
取
り
、

阿
多
田
島
で
の
伊
藤
一
家
五
人
が
、
よ
う
や
く
そ
ろ
っ
た
と
、

長
野
の
丸
子
町
に
あ
る
伊
藤
家
の
墓
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
は
、
書
い
た
当
時
ご
存
命
で
あ
っ
た
浜
本
船
長
夫

妻
、
伊
藤
ミ
サ
ヲ
様
、
そ
の
他
関
係
者
へ
の
取
材
及
び
当
時
の

記
録
資
料
の
綿
密
な
調
査
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
は
な
い
こ
と
を
、記
事
を
書
か
れ
た
畑
矢
健
治
様（
現

株
式
会
社
中
国
放
送
代
表
取
締
役
社
長
・
燈
光
会
一
般
会
員
）

に
昨
年
よ
り
お
会
い
し
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
で
は
、
米
軍
機
の
爆
撃
に
よ
り
各
地
の
灯
台
で

灯
台
職
員
が
殉
職
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
沖
縄
の
伊
江
島
や

こ
の
広
島
の
原
爆
に
お
い
て
も
、
灯
台
職
員
の
家
族
ま
で
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

戦
時
下
の
物
資
の
乏
し
い
離
島
の
灯
台
官
舎
で
、
灯
火
を
守

り
懸
命
に
生
き
て
い

た
職
員
と
家
族
の
平

和
な
生
活
が
一
瞬
に

し
て
奪
わ
れ
、
生
き

地
獄
と
化
し
た
広
島

の
町
を
さ
ま
よ
っ
た

後
、
亡
く
な
ら
れ
て

い
た
こ
の
事
実
も
、

決
し
て
忘
れ
ぬ
よ
う

心
に
刻
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

写真－ 9 　阿多田島での伊藤一家と山口正夫氏
（伊藤武夫アルバム写真より）
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０
人
と
半
分
以
下
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
島
の
厳

し
い
実
状
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
多
田
島
と
安
芸
白
石
へ
の
訪
問

　

翌
年
に
日
本
全
土
の
観
光
地
が
閑
散
と
す
る
な
ど
想
像
も
し

な
か
っ
た
平
成
３１
（
２
０
１
９
）
年
４
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
に
、
阿
多
田
島
の
旧
灯
台
退
息
所
（
官
舎
）
を
訪
れ
ま
し

た
。
退
息
所
は
昭
和
５３
年
ま
で
、
官
舎
兼
安
芸
白
石
航
路
標
識

事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
６
年
か
ら
は
大
竹

市
の
管
理
と
な
り
、
歴
代
の
灯
器
や
ジ
オ
ラ
マ
や
灯
台
の
パ
ネ

ル
等
を
展
示
し
た
灯
台
資
料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
、
平
成
８
年

に
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
近
代
化
遺
産
と
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

外
観
は
洋
風
で
室
内
は
純
和
風
の
和
洋
折
衷
で
、
居
間
や
厨

房
に
入
る
と
、
伊
藤
一
家
が
自
然
に
出
て
き
て
も
お
か
し
く
な

い
程
、
当
時
の
空
間
が
見
事
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
写
真

１０
～
１２
）。
た
だ
し
、
数
分
毎
に
上
空
を
飛
び
交
う
岩
国
基
地

か
ら
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
爆
音
が
轟
き
、
現
実
に
戻
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
管
理
人
の
太
田
幸
男
様
か
ら
は
、
騒
音
補
償
で
防
音

窓
な
ど
対
策
し
て
も
、
屋
根
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
る
こ
と
、
島
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
賑
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
数
年
前
に

学
校
は
閉
校
し
普
段
は
子
供
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
こ

と
、
島
を
挙
げ
て
の
運
動
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト

が
無
く
な
っ
た
こ
と
、
最
多
６
０
０
人
居
た
島
民
は
現
在
２
７

写真－10～12　阿多田島の旧灯台退息所（現灯台資料館）
（平成31年 4 月撮影）
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ち
な
み
に
、
昭
和
５３
年
に
最
後
の
退
息
所
の
住
人
で
あ
っ
た

安
芸
白
石
航
路
標
識
事
務
所
長
は
、
山
口
正
夫
氏
を
最
後
ま
で

介
抱
し
た
浜
本
要
氏
で
し
た
。
浜
本
氏
は
伊
藤
氏
の
勧
め
で
戦

後
、
灯
台
職
員
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
各
航
標
所
を
巡
り
、

最
後
の
勤
務
地
と
な
っ
た
安
芸
白
石
航
標
所
で
は
、
生
真
面
目

で
、
三
月
の
定
年
ま
で
は
全
力
を
尽
し
て
働
く
の
だ
と
言
う
浜

本
所
長
の
働
き
ぶ
り
が
燈
光
昭
和
５３
年
４
月
号
の
記
事
の
中
で
、

当
時
の
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
灯
台
部
長
に
よ
り
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
２
月
初
旬
、
前
日
の
屋
形
石
旧
退
息
所
訪
問

（
次
回
詳
細
報
告
）
に
続
き
、
広
島
海
上
保
安
部
の
立
ち
合
い

の
も
と
安
芸
白
石
灯
標
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
訪
問
は
、
令
和
元
年
度
に
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
が
制
作

し
た
「
明
治
期
灯
台
・
せ
と
う
ち
ロ
マ
ン
海
道
」
の
企
画
に
係

る
航
路
標
識
の
歴
史
調
査
が
目
的
で
し
た
。
同
企
画
は
、
ド
ロ

ー
ン
空
撮
の
映
像
を
と
お
し
、
瀬
戸
内
海
の
明
治
期
灯
台
を
地

域
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
企
画
で
す
。
歴
史
的
背

景
等
の
説
明
テ
ロ
ッ
プ
も
付
い
た
同
映
像
は
、
第
六
管
区
海
上

保
安
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
現
在
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
快
晴
、
見
上
げ
る
と
恐
怖
す
ら
覚
え
る
安
芸
白
石
灯

標
の
外
梯
子
を
登
り
切
る
と
、
最
初
の
室
内
に
は
張
り
巡
ら
さ

れ
た
木
目
塗
り
の
羽
目
板
に
、
生
々
し
い
機
銃
掃
射
の
弾
痕
が

何
か
所
も
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
１３
）。
灯
台
が
受
け
た
戦
争

の
傷
跡
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
残
す
べ
き
歴
史
の
遺
産
で
す
。

次
の
階
上
の
室
内
に
も
、
戦
時
下
の
遺
物
で
あ
る
電
波
点
消
灯

装
置
の
空
中
線
碍
子
取
り
付
け
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
写

真
１４
）。
最
上
階
に
あ
た
る
燈
籠
に
は
、
機
銃
掃
射
孔
を
塞
ぐ

無
数
の
パ
ッ
チ
跡
、
屋
根
に
は
岡
本
式
日
光
弁
、
開
閉
蓋
付
の

通
風
孔
（
写
真
１５
）
な
ど
、灯
台
の
歴
史
遺
産
の
宝
庫
で
し
た
。

同
燈
籠
に
は
、
玻
璃
板
内
部
に
も
通
風
孔
（
写
真
１６
）
が
見
ら

れ
、
内
壁
の
羽
目
板
と
外
壁
の
鉄
板
と
の
間
に
空
気
が
流
れ
る

通
風
構
造
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
階
下
を
含
む
灯

標
内
部
が
想
像
以
上
に
湿
気
が
な
く
、
羽
目
板
や
整
理
棚
ほ
か

多
く
の
木
製
品
が
朽
ち
る
こ
と
な
く
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
通
風
構
造
が
要
因
の
ひ
と
つ
に
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

遮
る
も
の
が
何
も
な
い
大
海
原
で
、
明
治
の
姿
そ
の
ま
ま
に

１
０
０
年
以
上
も
建
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
想
像
以
上
に
卓
越

し
た
明
治
の
建
築
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
さ
れ

た
補
強
工
事
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。
平
成
１３
（
２
０
０

１
）
年
度
に
、
石
造
り
灯
塔
は
そ
の
ま
ま
で
、
１４
ヶ
所
に
資
料

７
の
図
の
よ
う
に
、
深
さ
７
・
８
メ
ー
ト
ル
ま
で
コ
ア
ー
掘
削

し
た
穴
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
棒
鋼
を
挿
入
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
モ
ル

タ
ル
が
注
入
さ
れ
、
モ
ル
タ
ル
硬
化
後
は
、
上
部
を
取
付
け
金

物
で
固
定
し
た
、
灯
塔
の
強
度
を
高
め
る
大
規
模
な
補
強
工
事
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が
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
芸
白
石
灯
標
の
明
り
は
、
石
油
灯
、
ガ
ス
灯
、
電
球
、
現

在
は
太
陽
光
発
電
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
、
時
代
と
と
も
に
進
歩
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
灯
標
の
姿
は
明
治
期
の
ま
ま
で
す
。
時

代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
変
わ
ら
な
く
て
も
い
い
も
の
、
変
わ
ら

ず
そ
こ
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
々
に
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
広
島
湾
の
真
中
で
、
変
わ
る
こ
と
な
く
ど

っ
し
り
と
構
え
る
そ
の
姿
が
、
未
来
永
劫
続
い
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

安
芸
白
石
灯
標
は
、
堂
々
と
し
た
見
か
け
だ
け
で
は
な
く
、

航
路
標
識
の
多
く
の
歴
史
的
遺
産
や
後
世
に
伝
承
す
べ
き
記
録

も
残
る
、名
実
と
も
に
相
備
え
た
瀬
戸
内
海
一
の
大
灯
標
で
す
。

写真－13～16　右から機銃掃射の弾痕、電波点消灯装置の空中線碍子
取付け跡、開閉蓋付の通風孔、玻璃板内部の通風孔

資料－ 7 　安芸白石灯灯標補強図
（明治期の灯台保全掲載図より）



—  43  —

�

（
明
治
の
灯
台
の
話
６０　

安
芸
白
石
灯
標
）

　

安
芸
白
石
灯
標
及
び
屋
形
石
旧
退
息
所
の
訪
問
に
際
し
て

は
、
広
島
海
上
保
安
部
屋
宜
隆
次
長
（
現
第
九
管
区
海
上
保
安

本
部
交
通
部
長
）
並
び
に
同
保
安
部
首
藤
学
交
通
課
長
か
ら
格

別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り
て

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

装
薬
持
久
灯
に
つ
い
て
【
記
事
補
足
】

　

拙
稿
（
５８
）「
大
久
野
島
灯
台
」
の
中
で
、
装
薬
持
久
灯
が

明
治
４５
年
編
纂
の
特
殊
燈
器
等
取
扱
規
定
で
は
２
種
類
に
分
け

ら
れ
、
日
本
燈
台
史
の
表
記
と
異
な
る
こ
と
を
注
意
書
き
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
、
当
時
は
間
違
い
な
く
装
薬
持
久
燈
と
装
薬

普
通
単
心
燈
の
２
種
類
の
灯
器
（
火
口
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

大
正
４
年
７
月
１３
日
付
燈
台
公
報
の
燈
器
の
設
置
現
況
表
か
ら

確
認
で
き
ま
し
た
。
燈
光
昭
和
９
年
３
月
記
念
号
に
掲
載
の
坂

本
宇
三
郎
氏
作
成
「
燈
臺
の
火
口
の
変
遷
」
及
び
松
本
兵
造
氏

作
成
「
石
油
燈
器
の
変
遷
に
就
て
」
の
両
記
事
と
、
特
殊
燈
器

等
取
扱
規
定
か
ら
、
日
本
燈
台
史
に
あ
る
装
薬
持
久
灯
の
解
説

に
対
し
、
以
下
の
と
お
り
補
足
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

装
薬
持
久
灯
と
装
薬
普
通
単
心
灯
は
、
燈
心
の
先
端
に
防
燼

剤
を
装
薬
し
て
点
灯
さ
せ
る
方
法
は
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
前

者
は
灯
器
が
バ
ビ
エ
ー
製
の
木
綿
燈
心
持
久
灯
器
を
改
良
し
た

灯
器
を
使
用
し
、
後
者
は
従
来
の
単
心
石
油
灯
器
を
使
用
し
た

も
の
で
す
。
灯
器
の
構
造
が
異
な
る
た
め
、
保
守
も
明
ら
か
に

異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
燈
台
史
で
は
、
双
方
を
同
一
の

も
の
と
し
、
図
や
説
明
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
採
用
時
期
は
、

明
治
３７
年
５
月
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
安
芸
白
石
灯
標
は
３６
年
４

月
で
、
１
年
も
早
い
時
期
に
設
置
さ
れ
矛
盾
が
生
じ
ま
す
。
明

治
３７
年
５
月
は
装
薬
普
通
単
心
灯
の
採
用
開
始
時
期
で
、
明
治

３６
年
４
月
は
装
薬
持
久
灯
の
採
用
開
始
時
期
で
し
た
。つ
ま
り
、

安
芸
白
石
灯
標
は
、
装
薬
持
久
灯
が
最
初
に
採
用
さ
れ
た
記
念

す
べ
き
航
路
標
識
だ
っ
た
の
で
す
。

　

日
本
燈
台
史
（
Ｐ
．２
７
８
）
で
装
薬
持
久
灯
の
図
と
さ
れ

て
い
る
第
３
―
１０
図
は
、
装
薬
普
通
単
心
火
口
（
木
綿
燈
心
石

油
単
心
火
口
）
の
図
で
、
装
薬
持
久
灯
の
図
は
同
掲
載
の
前
頁

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
式
木
綿
持
久
灯
火
口
（
第
３
―

８
図
）
を
改
良
し
た
も
の
で
す
。

　

装
薬
と
は
、
鉄
砲
の
薬
室
に
火
薬
を
充
填
す
る
こ
と
、
又
は

そ
の
火
薬
を
意
味
す
る
と
広
辞
苑
に
は
見
ら
れ
ま
す
。
燈
台
史

で
は
、
火
口
の
上
部
に
防
燼
剤
を
塗
布
す
る
と
だ
け
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
特
殊
燈
器
等
取
扱
規
定
に
は
、
燈
心
を
わ
ず
か
に

繰
り
下
げ
た
凹
部
に
防
燼
剤
を
充
填
し
、
金か

ね

箆べ
ら

で
十
分
に
詰
め
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す
が
、
燈
光
記
念
号
で
は
、
燈
心
の
先
端
に
炭
化
タ
ー
ル
（
炭

脂
）
を
被か

ぶ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
燈
心
の
燃
焼
を
防
止
し
長
期
間

灯
火
を
保
持
す
る
と
記
さ
れ
、
な
ぜ
持
久
灯
と
呼
ば
れ
て
い
た

の
か
が
明
確
に
分
か
り
ま
す
。

　

装
薬
持
久
灯
は
、明
治
３６
年
か
ら
大
正
１０
年
ま
で
の
短
期
間
、

限
ら
れ
た
標
識
に
し
か
使
用
さ
れ
ず
、
後
年
も
長
く
使
わ
れ
た

同
時
期
の
石
油
灯
器
に
比
べ
、
本
体
は
勿
論
、
震
災
や
戦
災
を

経
て
残
さ
れ
て
い
る
写
真
や
関
係
資
料
は
極
め
て
少
な
い
現
状

で
す
。
日
本
燈
台
史
が
編
纂
さ
れ
た
昭
和
４４
（
１
９
６
９
）
年

は
、
使
用
を
や
め
た
大
正
１０
（
１
９
２
１
）
年
か
ら
、
ほ
ぼ
５０

年
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
当
時
、
そ
の
詳
細
が
確
認
で
き
な
く
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
燈
台
史
は
、
日
本
の
灯
台
の
歴
史
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
整
理
し
纏
め
ら
れ
た
秀
逸
の
歴
史
書
で
す
。
た
だ
、
掲
載
の

図
や
写
真
の
出
典
が
不
明
な
点
や
説
明
が
不
十
分
な
箇
所
、
古

い
記
録
に
は
今
回
の
よ
う
な
見
過
ご
せ
な
い
誤
り
な
ど
が
少
な

か
ら
ず
見
ら
れ
ま
す
。
本
件
に
関
し
て
は
、
最
終
編
集
者
で
あ

っ
た
余
湖
一
郎
様
か
ら
生
前
に
直
接
弁
解
と
釈
明
を
受
け
て
い

ま
す
。
日
本
燈
台
史
を
ま
と
め
ら
れ
た
偉
業
に
対
し
て
は
、
畏

敬
の
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
不
備
に
つ
い
て
は
今
後
も

補
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

込
む
こ
と
が
特
筆
さ
れ
て
お
り
、
装
薬
の
本
来
の
意
味
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
ま
す
。

　

燈
光
昭
和
９
年
３
月
記
念
号
の
記
事
で
は
、
防
燼
剤
と
称
し

た
糊
状
の
粉
末
雲
母
は
、
雲
母
の
不
燃
性
と
石
油
吸
収
力
を
利

用
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
防
燼
剤
の
名
称
か
ら
は
想
像
で

き
な
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
バ
ビ
エ
ー
製
の
木
綿
燈
心
持
久

灯
の
説
明
で
見
ら
れ
る
燼じ

ん

櫛せ
つ

は
炭
脂
で
あ
る
と
だ
け
見
ら
れ
ま

資料－ 8 　右（第 3 －10図）は装薬普通単心火口、装薬
持久灯火口は左（第 3 － 8 図）の灯火口を改良したもの
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学
生
募
集
活
動 

～
海
の
管
制
官
募
集
～

　

令
和
２
年
２
月
６
日（
木
）兵
庫
県
神
戸
市

の
高
等
学
校
及
び
大
学
５
校
を
訪
問
し
、担
当

教
諭
に
対
し
海
上
保
安
学
校
及
び
海
上
保
安

大
学
校
の
学
生
募
集
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
管
制
課
程
の
学
生
募
集
に
着
目
し
、

英
語
コ
ー
ス
や
国
際
コ
ー
ス
等
の
あ
る
学
校

を
対
象
に
英
語
を
駆
使
し
て
情
報
提
供
を
行

う
運
用
管
制
官
業
務
を
メ
イ
ン
に
説
明
し
ま

し
た
。

　

大
学
へ
は
先
日
情
報
解
禁
と
な
っ
た
大
卒

対
象
の
新
設
試
験
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
学
校
は
女
子
学
生
が
多
い

た
め
、
出
産
育
児
後
も
様
々
な

制
度
を
利
用
し
な
が
ら
活
躍
す

る
女
性
が
多
い
こ
と
、
男
女
を

問
わ
ず
働
き
や
す
い
職
場
環
境

で
あ
る
こ
と
を
女
性
海
上
保
安

官
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

説
明
を
受
け
た
担
当
教
諭

は
、『
女
性
が
活
躍
で
き
る
場

と
い
う
の
は
ビ
ッ
ク
リ
、
学
生

に
伝
え
た
い
。』
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
募
集
ポ
ス
タ
ー

の
横
に
気
に
な
っ
た
学
生
が
す

ぐ
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
取

れ
る
よ
う
手
作
り
Ｐ
Ｏ
Ｐ
付
き

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ポ
ケ
ッ
ト
を

作
成
し
、
ポ
ス
タ
ー
と
一
緒
に

掲
示
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
学

生
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

試験内容等説明

パンフレットポケット
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う
み
ま
る
マ
ス
ク
カ
バ
ー
を
製
作 

～
使
い
捨
て
マ
ス
ク
を
再
利
用
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
マ
ス
ク
が
入
手
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
新
学
期
か
ら
学
校
再
開
に
向
け

た
マ
ス
ク
の
準
備
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
係
員

は
２
人
の
子
供
達
に
マ
ス
ク
カ
バ
ー
を
手
作

り
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
マ
ス
ク
は
材
料
さ
え
あ
れ
ば
簡
単

に
作
れ
ま
す
が
、
ダ
ブ
ル
ガ
ー
ゼ
（
布
地
）

や
手
芸
用
ゴ
ム
は
現
在
入
手
し
に
く
い
状
況

で
す
の
で
簡
単
に
作
れ
る『
マ
ス
ク
カ
バ
ー
』

を
紹
介
し
ま
す
。

　
『
マ
ス
ク
カ
バ
ー
』は
使
い
捨
て
マ
ス
ク
に

か
ぶ
せ
る
だ
け
で
手
縫
い
や
ミ
シ
ン
で
も
作

れ
、
洗
え
ば
何
度
で
も
使
え
ま
す
。

　
（
し
か
し
カ
バ
ー
を
つ
け
て
も
唾
や
菌
は

マ
ス
ク
に
付
着
す
る
と
思
う
の
で
マ
ス
ク
は

定
期
的
に
取
り
換
え
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。）

用
意
す
る
も
の
は

◦�

薄
手
の
生
地（
ガ
ー
ゼ
や
綿
ボ
イ
ル
等
）

の
み
！

　

今
回
は
薄
手
の
ハ
ン
カ
チ
を
再
利
用
し
ま

し
た
。

　

布
の
大
き
さ
は
大
人
用
で
２１
㎝
×
３０
㎝

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
紙
程
度
）
で
、
長
辺
を
三

つ
折
り
に
し
て
縫
い
、
筒
状
に
し
て
短
辺
を

縫
う
だ
け
で
す
。

　

直
線
縫
い
だ
け
な
の
で
ミ
シ
ン
で
作
る
方

が
楽
で
す
が
苦
手
な
人
は
市
販
の
布
用
接
着

剤
や
ア
イ
ロ
ン
接
着
で
き
る
テ
ー
プ
で
も
作

れ
ま
す
。

　

以
上
で
マ
ス
ク
カ
バ
ー
は
完
成
で
す
が
、

子
供
も
喜
ん
で
マ
ス
ク
を
着
け
て
く
れ
る
よ

う
可
愛
く
デ
コ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
販
の
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
ペ
ー
パ
ー
に

好
き
な
絵
を
印
刷
し
ま
す
。

　

今
回
は
う
み
ま
る
の
鼻
と
口
で
す
。

子供用マスクカバー
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大好きな
ピ〇チュウとド〇えも〇
マスクも作ってみました

マスクがなくて困っている
人に作ってあげてね‼

マスクカバーにアイロンで
うみまるの鼻と口をつけて
完成‼

～子供達もお手伝い～
初めてアイロンをしたよ‼

�

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）
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Y
E

S
,T

his is 

大
阪
マ
ー
チ
ス
、 

新
人
女
性
管
制
官
の
活
躍

　

大
阪
マ
ー
チ
ス
は
、
１
年
間
、
女
性
管
制

官
が
不
在
で
し
た
が
、
こ
の
春
か
ら
、
管
制

課
程
を
卒
業
し
た
溌
溂
、
元
気
な
女
性
２
名

の
管
制
官
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

２
年
間
、
学
校
で
海
事
知
識
、
海
事
英
語

を
み
っ
ち
り
習
得
し
た
か
ら
か
、
指
導
官
も

驚
く
ば
か
り
の
吸
収
の
速
さ
で
、
即
戦
力
と

し
て
大
阪
湾
に
美
声
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
春
先
名
物
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
船
に
よ

る
航
路
閉
塞
等
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
明
石

海
峡
航
路
通
航
船
に
対
し
、
潮
流
、
漁
船
の

操
業
状
況
の
情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
通
航
編
成
業
務
や
鳴
門
海
峡
を
含

め
Ａ
Ｉ
Ｓ
海
域
の
監
視
業
務
を
幅
広
く
こ
な

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
等
で
、
世
の
中
、
暗
い
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
二
人
が
管
制
官

と
し
て
、
ま
た
海
上
保
安
官
と
し
て
成
長
す

る
よ
う
職
員
全
員
一
丸
と
な
っ
て
指
導
に
あ

た
り
ま
す
。

（
菊
妻
官
所
見
）

１　

管
制
課
程
を
希
望
し
た
理
由

　

管
制
官
の
仕
事
は
海
難
を
防
止
す
る
こ

と
で
あ
り
、
一
期
生
と
し
て
魅
力
を
感
じ

た
か
ら
で
す
。

２�　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務

で
感
じ
た
こ
と

　

学
校
で
学
ん
だ
知
識
を
全
て
活
か
せ
る

職
場
で
す
。

　

灯
台
の
灯
質
等
の
航
路
標
識
や
、
船
の

操
縦
性
能
な
ど
、
現
場
の
先
輩
か
ら
細
か

レーダー画面だけに頼らず、実際の海
面状況を目視で確認して、正確な情報
提供を心掛けています。

海図で浅瀬、ブイの名称の他、大阪湾
の海域特性を理解するため、海図を入
念に確認します。

レーダー監視中は緊張しますが、事故
も無く乗りきった時には、次直に笑顔
で引き継ぎます。

市村官

菊妻官
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い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
船
乗
り
と
し
て

の
専
門
知
識
を
吸
収
し
な
が
ら
、
管
制
官

と
し
て
日
々
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

３　

学
校
教
官
へ
の
お
礼

　

２
年
間
ご
指
導
い
た
だ
い
た
知
識
を
復

習
し
な
が
ら
、
認
定
審
査
に
向
け
て
頑
張

り
ま
す
。

　

教
官
と
再
会
す
る
時
に
は
、
そ
の
成
果

を
お
見
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４　

後
輩
へ
の
助
言

　

現
場
赴
任
直
後
は
い
ろ
い
ろ
出
費
が
か

さ
み
ま
す
の
で
貯
金
は
し
て
お
い
て
下
さ

い
。
セ
ン
タ
ー
宿
舎
に
入
居
で
き
ま
し
た

が
、
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
淡
路

島
北
側
の
山
頂
に
あ
り
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
で
き
な
い
た
め
、
私
有
車
両
を
購

入
し
、
安
全
運
転
に
注
意
し
な
が
ら
通
勤

し
て
い
ま
す
。

（
市
村
官
所
見
）

１　

管
制
課
程
を
希
望
し
た
理
由

　

幼
少
よ
り
海
が
好
き
で
、
海
に
関
わ
る

仕
事
に
憧
れ
、
新
設
さ
れ
た
管
制
課
程
の

こ
と
を
知
り
、
迷
う
こ
と
な
く
志
願
し
ま

し
た
。

２�　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務

で
感
じ
た
こ
と

　

学
校
で
学
ん
だ
事
は
、
全
て
現
場
で
必

要
な
事
ば
か
り
で
す
。
ま
た
教
官
の
顔
の

広
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

３　

学
校
教
官
へ
の
お
礼

　

２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。「
○

○
教
官
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ら
大
丈
夫
だ

ね
」
と
か
、
教
官
か
ら
電
話
あ
っ
た
よ
と

か
、
今
で
も
教
官
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
感
じ
、
心
強
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
教

官
と
何
処
か
の
マ
ー
チ
ス
で
一
緒
に
勤
務

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

４　

後
輩
へ
の
助
言

　

現
場
で
は
車
両
を
運
転
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
運
転
に
は
慣
れ
て
お
い
て
下
さ

い
。
学
校
で
の
生
活
は
貴
重
な
体
験
で
す

の
で
、
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

（
現
場
指
導
官
か
ら
）

　

管
制
課
程
学
生
は
管
制
に
必
要
な
知
識
、

語
学
と
も
し
っ
か
り
吸
収
し
て
お
り
、
現
場

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
じ
て
日
々
、
た
く
ま
し
く
成
長

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
船
艇
や
陸
上
勤
務
等

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
マ
ー
チ
ス

だ
け
の
業
務
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
幅
広
い
知

識
を
体
得
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
行
き
ま

す
。

�

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

＃
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ　

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

お
家
に
い
よ
う
！　

何
し
よ
う
！

　

思
い
起
こ
せ
ば
本
年
１
月
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、
外
出
自

粛
と
な
っ
て
早
く
も
４
か
月
！

　

年
度
末
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
、
例
年
よ
り

も
早
い
人
事
異
動
内
命
の
２
月
、
送
別
会
も

花
見
も
無
か
っ
た
３
月
、
異
動
の
延
期
も
あ

っ
た
４
月
、
そ
し
て
ど
こ
に
も
行
か
な
い
Ｇ

Ｗ
の
５
月
。

　

特
別
警
戒
都
道
府
県
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ

以
外
の
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
新
生
活
様
式
で

の
生
活
に
は
馴
染
ん
だ
で
し
ょ
う
か
？
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感
染
拡
大
防
止
と
い
う
目
的
を
理

解
し
た
「
＃
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ　

Ｈ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
」

　

で
も
、
先
が
見
え
な
い
外
出
自

粛
は
、
不
安
で
す
よ
ね
！
運
動
不

足
の
解
消
の
た
め
の
お
家
で
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
励
む
人
、
自
炊

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
人
な
ど

な
ど
、
や
は
り
目
標
が
必
要
、
そ

し
て
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
（
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─
１９
に
向
け
て
同
じ

Ｓ
ｔ
ａ
ｙ 

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
で
も
未
来

に
繋
が
る
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ　

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

に
し
ま
せ
ん
か
？

　

と
、
い
う
わ
け
で
、「
お
家
で

で
き
る
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
奨
め
」

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

お
家
に
い
る
と
、
家
族
サ
ー
ビ

ス
も
大
切
、
体
調
維
持
も
し
っ
か

り
と
、
で
も
、
未
来
に
向
け
た
取

り
組
み
、
未
来
に
向
け
た
準
備
も

必
要
で
す
。

　
「
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
」
と
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で
す
。

�

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

が
、
明
る
い
未
来
を
創
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
次
の
ペ
ー
ジ
で
、
国
家
試
験
は

年
２
回
、
次
は
９
月
（
受
験
申
請
は
７
月
）

い
う
当
庁
の
使
命
に
特
化
し
た
組
織
で
あ
る

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
海
上
無
線
通

信
士
」
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
活
躍
し
ま
す
。

　

そ
っ
ち
の
貴
方
も
こ
っ
ち
の
貴

女
も
、
こ
の
機
会
を
生
か
し
て
国

家
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
！
そ

し
て
、「
運
用
管
制
官
」
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
！
（
な
か
で
も
、
大

阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
）

・�

英
語
が
苦
手
な
人
も
大
丈
夫
！

し
っ
か
り
し
た
研
修
制
度
が
あ

り
ま
す
。

・�

無
線
で
声
が
聞
き
と
り
や
す
い

と
い
わ
れ
る
女
性
の
方
大
歓

迎
！　

船
の
反
応
が
違
い
ま
す
。

・�

巨
大
船
等
を
安
全
に
通
航
さ
せ

る
と
、「
我
々
が
日
本
の
経
済

を
支
え
て
い
る
ん
だ
。」
と
い

う
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
の
ラ

イ
セ
ン
ス
取
得
と
い
う
目
標
設
定
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「
コ
ロ
ナ
」
に
負
け
る
な
！ 

一
般
公
開
延
期
を
無
駄
に
し
な
い
広
報

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
」

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
自
治
体

関
連
の
施
設
使
用
禁
止
等
の
自
粛
要
請
が
あ

る
な
か
、
７
月
４
日
に
予
定
し
て
い
た
当
セ

ン
タ
ー
で
の
「
一
般
公
開
」
に
つ
い
て
も
延

期
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

毎
年
「
一
般
公
開
」
に
つ
い
て
は
、
地
元

住
民
へ
周
知
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

延
期
に
つ
い
て
も
広
報
す
る
こ
と
と
し
、
地

元
の
自
治
体
広
報
誌
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
地

元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｔ
Ｖ
や
地
域
情
報
誌
に

も
情
報
提
供
し
た
。

　

延
期
と
い
う
残
念
な
内
容
掲
載
と
な
っ
た

が
、
各
自
治
体
（
坂
出
市
、
丸
亀
市
、
宇
多

津
町
）
広
報
誌
に
７
月
号
と
し
て
掲
載
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
放
送
（
香
川
テ
レ
ビ
放
送
網
：
Ｋ
Ｂ

Ｎ
）
で
の
文
字
放
送
（
テ
ロ
ッ
プ
）
な
ど
に

よ
り
６
月
の
１
ヶ
月
間
、
放
送
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
地
域
情
報
誌
（
マ
ル

ー
タ
）
編
集
局
か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
応
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿

を
是
非
お
願
い
し

た
い
」
と
の
提
案

が
あ
り
、
早
速
、

病
院
や
介
護
関
係

に
従
事
さ
れ
て
い

る
方
々
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
写

真
を
送
付
し
た
。

　
「
一
般
公
開
延

期
」
と
い
う
暗
い

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る

内
容
を
と
り
あ
げ

て
い
た
だ
き
、
今

ま
で
培
っ
て
き
た

地
域
密
着
、
地
域

連
携
強
化
と
し
て

さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
大
き
な

発
展
や
周
知
が
で
き
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

�

（
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

マルータ ６月号の表紙 掲載されたページ
（アマビエちゃんの絵とともに）
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仮
眠
ル
ー
ム
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム 

な
ど
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

～
最
適
な
勤
務
環
境
に
～

　
　
　
　
　

３
月
１７
日
、
仮
眠
ル
ー
ム
や
シ

ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
の
運
用
開
始
以
来
３０
年
が
経
過

し
、
２４
時
間
交
代
制
勤
務
の
女
性
職
員
の
増

加
や
海
上
保
安
学
校
管
制
課
程
卒
業
者
の
配

置
な
ど
、
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
後
見
込
ま
れ
る
管
制
課
程
も
約

半
数
が
女
性
職
員
な
ど
を
鑑
み
、
設
備
の
老

朽
化
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

た
め
の
配
慮
か
ら
、
設
備
改
修
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

設
備
改
修
の
た
め
に
専
門
チ
ー
ム
（
祐
下

次
長
、
宇
都
宮
次
長
、
有
働
整
備
課
長
、
小

野
運
用
管
制
課
長
、
大
槻
管
理
係
長
、
金
﨑

主
任
運
用
管
制
官
）
を
立
ち
上
げ
、
職
員
の

意
見
を
集
約
し
て
検
討

を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
検
討
し

た
の
が
、
こ
れ
ま
で
、

男
女
混
在
し
て
い
た
仮

眠
ル
ー
ム
や
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
な
ど
の
設
備
の

男
女
エ
リ
ア
分
け
で
す
。

次
に
、
異
臭
を
放
っ
て

い
た
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム

の
改
修
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促

進
の
た
め
に
パ
ウ
ダ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
新
設
や
課

ご
と
に
分
散
配
置
さ
れ

て
い
た
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー

ム
の
集
約
で
し
た
。
更

に
、
運
用
管
制
官
の
要

望
で
、
短
い
仮
眠
時
間

を
上
質
な
も
の
と
す
る

た
め
の
遮
音
性
の
向
上

で
し
た
。

　

改
修
で
、
シ
ャ
ワ
ー

（改修前　センター ３Ｆ） （改修後　センター ３Ｆ）
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ル
ー
ム
等
が

女
性
エ
リ
ア

に
配
置
さ
れ

た
た
め
に
、

男
性
が
一
時

的
に
使
用
で

き
な
く
な
っ

て
い
ま
す

が
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
観
点
か
ら

来
年
度
に
は

新
た
に
確
保

さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

今
回
の
改

修
に
あ
た

り
、
現
場
の

様
々
な
ニ
ー

ズ
を
改
修
仕

様
に
反
映
し

て
い
た
だ
い

た
二
宮
主
任

技
術
官
と
日

高
技
術
官
を
は
じ
め
と
し
た
七
管
本
部
交
通

部
整
備
課
、
現
場
と
本
庁
や
七
管
本
部
内
の

調
整
を
し
て
い
た
だ
い
た
井
上
専
門
官
を
は

じ
め
と
し
た
七
管
本
部
交
通
部
航
行
安
全
課

の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
最
適

な
勤
務
環
境
の
も
と
、
２４
時
間
３
６
５
日
、

海
上
交
通
の
安
全
に
努
め
ま
す
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

管
制
課
程
１
期
生
が
着
任 

～
海
上
交
通
の
安
全
の
た
め
に
～

　
　
　
　
　

海
上
保
安
学
校
を
３
月
２１
日
に

卒
業
し
た
管
制
課
程
第
１
期
生
が

着
任
し
、
３
月
２４
日
に
辞
令
交
付

を
行
い
ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
辞
令
を
受
け
た
、
長

野
翔
太
、宮
崎
友
輔
と
本
山
陽
菜
の
３
名
は
、

こ
れ
か
ら
、
運
用
者
認
定
審
査
の
た
め
の
管

制
課
程
卒
業
者
研
修（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）に
む
け
て
、

運
用
管
制
官
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち

遮音性が向上した仮眠ルームの壁

改修されたシャワールーム

男女のエリア分けで新設された扉

新設のパウダースペース
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海
上
無
線
通
信
士
国
家
試
験
に
全
員
合
格
！ 

～
海
上
交
通
の
安
全
の
た
め
に
～

　

３
月
１９
日
、
２０
日
に
実
施
さ
れ
た
第
三
級

海
上
無
線
通
信
士
国
家
試
験
に
３
名
の
職
員

が
挑
戦
し
て
全
員
合
格
し
ま
し
た
。

　

海
上
無
線
通
信
士
免
許
は
、
海
上
交
通
セ

ン
タ
ー
の
運
用
管
制
官
が
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線

電
話
で
外
国
船
な
ど
と
交
信
し
て
、
情
報
の

収
集
と
提
供
や
警
告
を
行
う
た
め
に
不
可
欠

な
重
要
な
資
格
で
す
。

　

小
野
運
用
管
制
課
長
、
松
下
運
用
管
制
官

と
兼
石
運
用
管
制
官
付
の
３
名
は
、
全
員
合

格
を
目
指
し
、
日
頃
か
ら
協
力
し
て
研
鑽
を

重
ね
、
特
に
難
関
な
英
語
の
試
験
に
は
、
当

直
前
や
当
直
明
け
の
勤
務
時
間
外
に
行
わ
れ

た
吉
野
講
師
に
よ
る
英
語
研
修
に
積
極
的
に

出
席
し
て
英
語
力
の
向
上
に
努
め
、
万
全
の

ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
の
後
に
、
所
長
か
ら
「
関
門
海

峡
は
東
ア
ジ
ア
な
ど
と
日
本
を
つ
な
ぐ
、
一

日
に
お
よ
そ
１
０
０
０
隻
も
の
船
が
往
き
交

う
重
要
な
交
通
路
で
す
。
海
上
保
安
学
校
で

培
っ
た
知
識
と
技
能
を
も
と
に
先
輩
方
の
指

導
の
も
と
で
更
に
研
鑽
を
重
ね
立
派
な
運
用

管
制
官
と
な
っ
て
関
門
海
峡
の
安
全
に
努
め

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
訓
示
が
行
わ
れ
、

３
名
は
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
が
行
わ
れ
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
「
一
日
も
早
く
、
立
派
な
運
用

管
制
官
と
な
っ
て
、
関
門
海
峡
の
安
全
に
努

め
た
い
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

辞令を受け決意を新たにする
管制課程第 １期生

ＮＨＫのインタビューに応じる
管制課程第 １期生

訓示の様子
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態
勢
で
国
家
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
事
合
格
し
た
こ
と
で
所
長
褒
賞

も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
の
中
、
新
た
な
資
格
取
得
等
に
向
け
、
自

己
研
鑽
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
よ
る

海
上
交
通
安
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

め
の
管
制
課
程
卒
業
者
研
修
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

通
常
、
初
任
運
用
管
制
官
は
、
約
１
ヶ
月

の
事
前
研
修
、
海
上
保
安
学
校
門
司
分
校
で

３
週
間
の
運
用
管
制
課
程
研
修
や
約
３
ヶ
月

の
運
用
者
研
修
な
ど
、
延
べ
約
6
ヶ
月
以
上

か
け
て
運
用
管
制
官
と
し
て
の
知
識
と
技
能

を
取
得
し
、
研
修
評
価
で
知
識
と
技
能
の
取

得
が
十
分
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
限
っ
て
運

用
管
制
官
の
資
格
認
定
審
査
を
受
審
で
き
ま

す
。

　

関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ

れ
た
海
上
保
安
学
校
管
制
課
程
卒
業
者
３
名

は
、
い
ず
れ
も
基
礎
能
力
が
高
く
、
関
門
海

峡
の
海
上
交
通
環
境
に
関
す
る
知
識
の
吸
収

も
速
く
、
指
導
に
あ
た
っ
た
指
導
官
ら
は
大

満
足
で
す
。

　

こ
れ
は
、
管
制
課
程
創
設
、
学
生
募
集
や

学
生
の
育
成
に
あ
た
っ
た
海
上
保
安
庁
職
員

の
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
結
晶
で
す
。

　

今
後
、
運
用
管
制
官
の
資
格
認
定
審
査
を

受
審
し
、
審
査
に
合
格
し
て
、
海
上
保
安
庁

交
通
部
長
か
ら
運
用
者
認
定
証
と
運
用
管
制

管
制
課
程
卒
業
者
研
修
履
修 

～
着
任
か
ら
わ
ず
か
１
ヶ
月
～

　

４
月
２９
日
、
海
上
保
安
学
校
管
制
課
程
第

１
期
卒
業
生
が
、
運
用
管
制
官
の
資
格
認
定

審
査
を
受
審
す
る
た
め
の
管
制
課
程
卒
業
者

研
修
を
わ
ず
か
約
１
ヶ
月
で
履
修
し
ま
し
た
。

　

本
山
運
用
管
制
官
付
は
管
制
課
程
を
３
月

２１
日
に
卒
業
し
て
、
２３
日
に
着
任
、
２４
日
か

ら
、
河
野
統
括
指
導
官
、
市
丸
統
括
指
導
官

や
上
原
安
全
対
策
官
の
指
導
の
も
と
、
運
用

管
制
官
と
し
て
の
知
識
と
技
能
の
取
得
の
た

所長褒賞受賞の合格者 ３名３名分の合格通知書

小野課長 松下官 兼石官
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官
の
徽
章
が
授
与
さ
れ
れ
ば
、
い
よ
い
よ
運

用
管
制
官
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

ち
ま
す
。

　

関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
引
き

続
き
人
材
育
成
と
海
上
交
通
安
全
に
努
め
ま

す
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

用
管
制
官
に
付
き
っ
き
り
で
１
対
１
で
指
導
・

育
成
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
定
期
異

動
後
の
約
半
年
間
は
、
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

の
業
務
執
行
力
が
低
下
し
易
く
、
職
員
の
業

務
負
荷
も
高
ま
り
ま
す
。
自
然
界
で
例
え
る

と
親
鳥
が
雛
を
育
て
る
状
況
で
す
。

　

今
回
は
、
河
野
統
括
運
用
管
制
官
、
有
働

主
任
運
用
管
制
官
、
松
下
運
用
管
制
官
が
親

鳥
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

育
成
期
間
が
約
半
年
か
ら
８
週
間
に
短
縮

さ
れ
る
と
、
余
力
を
他
の
新
た
な
初
任
運
用

管
制
官
の
育
成
等
に
注
力
出
来
ま
す
。
こ
れ

は
、
管
制
課
程
創
設
並
び
に
学
生
募
集
と
育

成
に
携
わ
ら
れ
た
海
上
保
安
庁
職
員
の
努
力

の
結
晶
で
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

審
査
は
、「
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
運
用
管

制
官
等
の
職
場
研
修
及
び
資
格
認
定
に
関
す

る
実
施
要
領
」
に
基
づ
き
、
第
七
管
区
海
上

保
安
本
部
交
通
部
長
が
実
施
し
ま
す
。
今
回

は
、
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
航
行

安
全
課
の
藤
納
管
制
シ
ス
テ
ム
指
導
官
が
、

３
名
の
運
用
者
と
し
て
の
知
識
と
技
能
を
そ

れ
ぞ
れ
に
審
査
し
ま
し
た
。

管
制
課
程
卒
業
者
の
運
用
者
認
定
審
査 

～
着
任
か
ら
僅
か
８
週
間
～

　

５
月
１９
日
、
２１
日
、
海
上
保
安
学
校
管
制

課
程
第
１
期
卒
業
の
長
野
官
、
宮
崎
官
と
本

山
官
の
３
名
は
、
着
任
か
ら
僅
か
８
週
間
で

揃
っ
て
国
際
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
運
用
管
制

官
の
資
格
認
定
審
査
を
受
審
し
ま
し
た
。

　

通
常
、
初
任
運
用
管
制
官
は
、
約
半
年
か

け
て
、
運
用
管
制
官
と
し
て
の
基
本
的
な
知

識
と
技
能
を
修
得
し
、
８６
項
目
に
亘
る
確
認

評
価
を
行
い
、
知
識
と
技
能
の
修
得
が
十
分

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
限
り
資
格
認
定
審
査

を
受
審
出
来
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
、
指
導
官
ら
は
、
初
任
運

プレテスト運用卓での情報提供
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実
技
審
査
で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
運
用
卓
で
Ａ
Ｉ
Ｓ

テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
作
成
及
び
送
信
、

乗
揚
げ
監
視
ラ
イ
ン
の
設
定
の
手
順
な
ど
の

技
能
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
、
最
後

ま
で
緊
張
を
保
っ
た
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１

時
間
３０
分
後
に
よ
う
や
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
合
格
す
る
と
、
海
上
保
安
庁
交
通

部
長
か
ら
運
用
者
資
格
が
与
え
ら
れ
、
運
用

管
制
官
と
し
て
独
立
し
て
運
用
管
制
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

　

関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
引
き

続
き
人
材
育
成
と
海
上
交
通
の
安
全
に
努
め

ま
す
。

�

（
関
門
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
は
、
こ
れ
ま
で
彼
ら
の

成
長
を
見
守
っ
て
き
た
、
佐
田
次
長
、
杉
山

次
長
や
川
島
運
用
管
制
課
長
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
執
り
な
が

ら
指
導
に
あ
た
っ
た
上
原
安
全
対
策
官
ら
が

見
守
る
な
か
、
張
り
つ
め
た
雰
囲
気
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
口
述
審
査
で
、「
港
則
法
」
や

「
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
運
用
管
制
業
務
実
施

要
領
」
な
ど
関
係
法
令
の
知
識
や
英
語
で
の

情
報
提
供
能
力
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。次
に
、

Ｆ
Ｍ
か
ほ
く
に
て「
海
の
安
全
情
報
」 

の
利
用
を
広
報

　

金
沢
海
上
保
安
部
は
、２
月
２６
日（
水
）「
Ｆ

Ｍ
か
ほ
く
」
に
お
け
る
「
な
る
ほ
ど
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
の
生
放
送
番
組
（
月
１
回
の
定
例
）

本山官

長野官宮崎官
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Ｆ
Ｍ
か
ほ
く
は
、
７８
・
７
Ｍ
Ｈ
Ｚ
に
て
、

か
ほ
く
市
、
津
幡
町
、
内
灘
町
を
中
心
と
し
、

一
部
金
沢
市
ま
で
放
送
エ
リ
ア
が
あ
る
Ｆ
Ｍ

放
送
局
で
す
。
毎
週
水
曜
日
の
１
７
０
０
～

１
７
３
０
に
お
い
て
「
な
る
ほ
ど
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」
の
番
組
が
あ
り
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
「
暮
ら
し
」、「
園
芸
」、「
安
全
」、

「
防
災
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
テ
ー
マ
で
、

「
大
事
な
事
だ
け
ど
、
よ
く
知
ら
な
い
？
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
‼
」
す
る
と
い
う
番
組
で
あ

り
、
当
部
に
お
い
て
は
、
毎
月
第
三
水
曜
日

の
「
安
全
」
を
担
当
す
る
マ
リ
リ
ン
こ
と
亀

山
真
理
氏
の
番
組
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
８
回
目
と
な
り
ま

す
。
亀
山
氏
に
は
当
部
巡
視
艇
か
が
ゆ
き
の

体
験
航
海
及
び
大
野
灯
台
の
見
学
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
当
庁
業
務
へ
の
理
解

が
深
く
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
も
海
保
の
言

い
た
い
こ
と
を
的
確
に
引
き
出
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
回
を
重
ね
る
度
に
和
や
か
で
自

然
な
会
話
の
や
り
取
り
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

交
通
担
当
次
長
及
び
安
全
対
策
係
長
が
交

代
で
出
演
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｍ
か
ほ
く
が
毎
月

発
行
す
る
「
月
刊
か
ほ
く
マ
ガ
ジ
ン
」
の
２

月
号
に
お
い
て
は
、
当
部
か
ら
出
演
し
た
模

に
出
演
し
、「
海
の
安
全
情
報
」
の
利
用
に

つ
い
て
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
暖
冬
傾
向
か
ら
冬
場
で
あ
っ
て

も
小
型
船
舶
が
出
航
す
る
機
会
が
多
く
、
１

月
か
ら
小
型
船
舶
の
海
難
が
３
件
た
て
続
け

に
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

放
送
を
通
し
て
「
海
の
安
全
情
報
」
を
利
用

し
、
気
象
情
報
を
適
宜
入
手
し
て
安
全
運
航

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「海の安全情報」の利用を広報する交通担当次長

１月22日出演の安全対策係長が掲載
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様
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
月
刊
か
ほ
く
マ
ガ
ジ
ン
」
は
、
毎
月
１

万
２
千
部
発
行
さ
れ
て
お
り
、Ａ
３
サ
イ
ズ
、

８
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
る
情
報
誌
で
、
今
後

も
、
か
ほ
く
市
を
中
心
と
し
た
多
く
の
市
民

の
方
に
当
部
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
金
沢
海
上
保
安
部
交
通
課
）

灯
台
の
ド
ロ
ー
ン
動
画
を
公
開 

～
“
灯
る
い
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
”
を
提
供
～

　

鹿
児
島
海
上
保
安
部
（
梶
山
裕
司
保
安
部

長
）
は
、
令
和
２
年
４
月
１０
日
（
金
）、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
多
い
中
、
灯
る
い
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を
提
供

す
る
た
め
、
当
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
灯
台
の

ド
ロ
ー
ン
動
画
を
公
開
し
た
。

　

公
開
当
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
南
日
本
新
聞
の
記

者
か
ら
取
材
を
受
け
、
１６
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
情

報
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
か
ご
し
ま
」
に
は
、
部
長
自
ら

出
演
し

ド
ロ
ー

ン
動
画

で
鹿
児

島
の
美

し
い
海

で
船
の

安
全
を

見
守
る

灯
台
の

魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し

た
。

　

“
こ
の
動
画
は
、
当
部
職
員
が
１
年

が
か
り
で
灯
台
の
点
検
に
合
わ
せ
撮
影

し
た
も
の
で
、
普
段
行
く
こ
と
の
な
い

岬
の
突
端
や
離
島
な
ど
で
、
ド
ロ
ー
ン

に
し
か
撮
影
で
き
な
い
風
光
明
媚
な
灯

台
の
映
像
で
す
。
外
出
自
粛
の
中
、
ご

自
宅
な
ど
で
、
観
て
い
た
だ
き
、
空
中

散
歩
で
爽
快
な
気
分
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
！
”

�

（
鹿
児
島
海
上
保
安
部
交
通
課
） NHK「情報ＷＡＶＥ鹿児島」4月16日放送

佐多岬灯台（肝属郡南大隅町　大輪島）

屋久島灯台（熊毛郡屋久島町永田　屋久島） 鹿児島海上保安部ＨＰ　灯台空撮ページ
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支所別・過去 5カ年の参観者数推移（平成27年度～平成31（令和元）年度）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31（令和元）年度

尻屋埼 10,152 9,423
入道埼 16,582 15,103 14,704 12,927 19,588
塩屋埼 33,796 30,535 30,457 29,380 28,302
犬吠埼 102,990 104,191 106,528 104,538 90,659
野島埼 73,721 76,947 76,084 62,387 52,977
観音埼 37,901 35,726 37,134 35,348 33,723
初島 30,605 30,012 26,191 24,193 20,764
御前埼 24,746 25,188 27,258 25,223 22,586
安乗埼 13,821 15,807 13,304 14,656 13,805
大王埼 53,694 47,839 41,063 32,118 29,418
潮岬 58,929 54,690 53,566 60,907 53,432
角島 99,426 101,062 101,904 98,349 92,171

出雲日御碕 78,639 63,712 66,367 59,728 65,818
都井岬 32,199 28,993 31,826 32,928 31,743
残波岬 61,397 68,240 69,833 29,172 69,393
平安名埼 38,851 47,567 36,007 45,589 40,919
計 757,297 745,612 732,226 677,595 674,721

特記事項
1　新型コロナ感染拡大防止のため、冬期の参観休止中である尻屋埼及び入道埼灯台を除く全
ての参観灯台において、 2月28日から灯台参観業務を休止（ 4月 1日以降も継続中）。
2　尻屋埼灯台は、灯台改修工事のため 7月13日（土）から参観業務を開始し、11月 4 日（月）に
季節参観を終了した。
3　入道埼灯台は、季節参観により 4月13日（土）から参観業務を開始し、11月 4 日（月）に終了
した。
4　塩屋埼灯台は、灯台改修工事のため 2月 6日に参観業務を休止した。
5　犬吠埼灯台は、灯台改修工事のため 9月19日、20日及び27日、12月 2 日～19日まで参観業
務を休止した。
6　野島埼灯台は、台風15号被害による影響のため 9月 9日～27日まで、また、灯台改修工事
のため12月24日参観業務を休止した。
7　観音埼灯台は、台風15号被害による公園立入禁止のため 9月11日～20日まで、また、灯台
改修工事のため 1月14日参観業務を休止した。
8　都井岬灯台は、灯台改修工事のため12月24日参観業務を休止した。

のぼれる灯台参観者数
平成27年度から平成31（令和元）度の支所別過去 5 年間の
参観者数は次のとおりです。� （燈光会事務局）



主催 公益社団法人 燈光会 　　　 後援 海上保安庁 

灯台のある風景

　 応募上の注意事項
1 応募作品の製作にあたっては、新型コロナウイルス感染症への感染防止のため、３つの密（密閉、密集及び密接）を避けて頂くとともに、過去に
おける灯台のある風景写真やネット上の画像等も積極的に利用するなどの工夫をお願いします。

2 応募者は、応募の時点で本募集要項に記載の諸条件に同意したものとします。
3 応募された作品は、応募を撤回された場合も含めて返却いたしません。
4 応募作品の版権・使用権は、（公社）燈光会に帰属し、応募者の承諾を得ることなく発表、展示、印刷及び頒布する権利を有するものとします。
5 当会が実施する過去のコンテストにおいて入賞した作品及び当会以外が実施するコンテストに応募中の作品は、このコンテストに応募できません。

賞応募方法応募先

全国の小学生・中学生 2020年9月9日水（当日までに必着）応募資格 応募締切

国土交通大臣賞
　賞状及び副賞（図書カード等）
　　全作品から1名
海上保安庁長官賞
　賞状及び副賞（図書カード等）
　　全作品から1名
燈光会会長賞
　賞状及び副賞（図書カード等）
　　全作品から1名
金　賞
　賞状及び副賞（図書カード等）
　　各部門から1名

●作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。
●サイズは、A3、B3、又は八ツ切・四ツ切の画用紙とします。
●画材は、絵の具（水彩）、クレヨン、パステル等消えにく
い材料とし、鉛筆や木炭等は除きます。
●作品の裏面に次の事項を記入してください。
　❶題名　　❷氏名（ふりがな）　　❸性別
　❹生年月日　　❺学年　　❻住所・電話番号
　❼学校名とその所在地・電話番号

〒105‒0003
東京都港区西新橋1－14－9

西新橋ビル3F

公益社団法人　燈光会

TEL（03）3501‒1054
FAX（03）3507‒0727

小学生低学年（1年～3年）・小学生高学年（4年～6年）・中学生の各部門別に審査の上、10月中旬、入選作品を決定し通知するとともに、当会ホー
ムページにて発表いたします。
国土交通大臣賞・海上保安庁長官賞・燈光会会長賞・各部門金賞の方は、東京において開催（10月30日（金）予定）する灯台記念日の式典に保護
者同伴で招待し授賞式を行います。

発表

「灯台絵画コンテスト2020」「灯台絵画コンテスト2020」

2019　小学生低学年金賞 2019　小学生高学年金賞 2019　中学生金賞

2019　海上保安庁長官賞 2019　燈光会会長賞

2019　国土交通大臣賞

募集要項 2020
昭
和
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